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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
２
年
の
初
春
を

迎
え
ら
れ
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
に
と
っ
て
２
期
目
の
任
期
の
半
分
が
過
ぎ

ま
し
た
。
引
き
続
き
、「
産
業
振
興
と
中
小
事

業
者
支
援
」、「
少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
」、

「
福
祉
の
充
実
と
市
民
負
担
の
軽
減
」、「
ふ
る

さ
と
郷
育
と
歴
史
文
化
の
継
承
」、「
中
山
間
地

域
の
諸
課
題
へ
の
対
応
」、「
防
災・減
災
対
策
」、

「
行
財
政
改
革
」
を
７
つ
の
重
点
政
策
と
し
て
、

「
元
気
な
浜
田
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
１
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

５
月
に
は
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
代
わ
り

ま
し
た
。
本
市
に
と
り
ま
し
て
は
、「
浜
田
開

府
四
百
年
」
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま

し
た
。
４
月
の
浜
っ
子
春
ま
つ
り
を
ス
タ
ー
ト

と
し
て
、
10
月
に
は
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
な

ど
、
様
々
な
記
念
事
業
に
取
り
組
み
、
ご
縁
の

あ
る
自
治
体
や
団
体
な
ど
か
ら
も
多
数
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
参

画
し
て
い
た
だ
き
、
全
市
を
挙
げ
て
歴
史
や
文

化
を
振
り
返
り
、
次
の
百
年
を
担
う
世
代
に
継

承
し
、
更
な
る
発
展
を
考
え
る
絶
好
の
機
会
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
記
念
事
業
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
な
る
「
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
浜

田
」
を
本
年
３
月
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
主
な
出
来
事
と
し
ま
し
て
、
２

月
２
日
に
は
、
宇
津
徹
男
前
浜
田
市
長
の
市
葬

を
挙
行
し
ま
し
た
。
宇
津
前
市
長
は
、
平
成
８

年
４
月
の
旧
浜
田
市
長
初
当
選
以
来
、
平
成
17

年
10
月
の
市
町
村
合
併
で
誕
生
し
た
新
浜
田
市

の
初
代
市
長
に
就
任
、
平
成
25
年
10
月
の
退
任

ま
で
、
17
年
半
に
わ
た
っ
て
市
政
運
営
を
担
わ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。平

素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
一
昨
年
に
続
い
て
全
国
的
に
度
重

な
る
台
風
の
襲
来
に
よ
る
風
水
害
に
よ
り
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
、
多
数
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
改
め
て
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常

気
象
に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
幸
い
本
市
で
は
、

人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
1
日
も
早
い
復
興
と
今
年
1
年
が
災
害
の

な
い
平
穏
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
、
人
口
減
少
問

題
が
社
会
的
に
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
中
、
今
地
方
都
市
に
お
い
て
は
経
済
低
迷
に

加
え
「
人
口
減
少
」
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
本
市
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
の
著
し
い

進
展
に
よ
り
中
山
間
地
域
で
は
集
落
機
能
の
維

持
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
問
題
は
、
市
議
会
と
し
て
も
一
昨
年
に
設
置

し
ま
し
た
「
中
山
間
地
域
振
興
特
別
委
員
会
」

で
引
き
続
き
真
剣
に
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
議
決
機
関
と
し
て
の
役
割
や
行
政
の

監
視
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
し
っ

か
り
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民

の
視
点
に
立
っ
た
議
会
報
告
会
・
地
域
井
戸
端

会
な
ど
を
開
催
し
、
そ
の
際
い
た
だ
い
た
貴
重

な
意
見
を
も
と
に
、
議
員
間
討
議
を
重
ね
市
民

の
皆
さ
ま
の
要
望
が
具
現
化
さ
れ
、
市
政
発
展

に
つ
な
が
る
よ
う
な
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
浜
田
市
の
発
展
に
対

す
る
ご
功
績
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

５
月
20
日
に
は
、
本
市
を
は
じ
め
と
し
た
石

見
９
市
町
を
舞
台
と
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
、「
神
々

や
鬼
た
ち
が
躍
動
す
る
神
話
の
世
界
～
石
見
地

域
で
伝
承
さ
れ
る
神
楽
～
」
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
石
見
地
域
が
誇
る
観

光
資
源
で
あ
る
石
見
神
楽
の
益
々
の
隆
盛
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
８
月
25
日
の
「
東
京

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」
の
開
会
日
に
は
、

東
京
の
国
立
劇
場
で
石
見
神
楽
を
上
演
い
た
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
多
く
の
外
国
の
方
に
石

見
神
楽
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
海
外
に
も
石
見
神

楽
の
魅
力
が
広
く
発
信
さ
れ
、
本
市
へ
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
客
）
の
増
加
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

10
月
12
日
に
は
、
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
御

便
殿
を
改
修
し
、
浜
田
城
や
北
前
船
寄
港
地
と

し
て
一
昨
年
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
外
ノ

浦
」
を
紹
介
す
る
施
設
と
し
て
、「
浜
田
城
資

料
館
」
を
開
館
し
ま
し
た
。
10
月
14
日
に
は
、

資
料
館
横
に
、
松
阪
市
と
の
ご
縁
の
象
徴
で
あ

る
駅
鈴
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
設
置
し
ま
し
た
。

市
民
や
観
光
客
の
皆
さ
ま
に
、
城
山
公
園
一
帯

を
訪
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
豪
雨
や
台
風
に
よ
り
全
国
各

地
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
改
め
て
防
災
対

策
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
幸
い
本
市
に
お

い
て
人
命
に
関
わ
る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
、
防
災
対
策
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
昨
年
11
月
か
ら
は
、
今
期

折
り
返
し
の
3
年
目
に
当
た
り
、
常
任
委
員
会

や
特
別
委
員
会
が
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
「
通
年
の
会
期

制
」
も
始
ま
り
、
機
動
力
を
発
揮
し
な
が
ら
議

会
と
し
て
の
機
能
も
十
分
果
た
し
て
い
け
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

議
会
改
革
も
道
半
ば
で
す
。
引
き
続
き
改
革
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
令
和
2
年
、
ま
ず
は
、

次
期
市
議
会
議
員
選
挙
に
向
け
て
議
員
定
数
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
始
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
議
場
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
2
年
は
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
国
際
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年
で
あ
り
、
日
本
中

が
歓
喜
と
感
動
の
渦
に
包
ま
れ
る
こ
と
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
干
支
の
子
年
は
新
し
い

運
気
の
サ
イ
ク
ル
の
始
ま
り
の
年
と
言
わ
れ
て

お
り
、
市
議
会
と
し
て
も
、
改
選
の
あ
っ
た
常

任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
を
中
心
に
、
改
め
て

「
開
か
れ
た
議
会　
見
え
る
議
会
」
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
、
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
議
会
広
報
広
聴
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
議
会
は

「
す
べ
て
の
市
民
が
安
全
で
、
安
心
し
て
、
幸

せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」
浜
田
市
を
目
指

し
、
議
員
が
一
致
団
結
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
議
会

と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
1
年
の
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
市
議
会
へ

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

浜田市長

久保田 章市
浜田市議会議長

　川神 裕司

【写真】日本遺産「神々や鬼たちが躍動する神話の世界　～石見地域で伝承される神楽～」
　　　　構成文化財　石見神楽「大蛇」（2019石州浜っ子夏まつり）

　新年の　あいさつ
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6
月
1
日
・
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
１
「
ご
縁
の
国
し
ま
ね
ツ
ア
ー

２
０
１
９
浜
田
大
会
」
が
開
催

　
　
9
日
・
浜
田
開
府
四
百
年
記
念「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
浜
田
」

を
開
催

7
月
1
日
・
美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管
理
に
よ
り
再
開

　
　
7
日
・
外
国
船
籍「
コ
ス
タ・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」号
が
浜
田
港
に
入
港

　
　
13
日
・
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
じ
ん
つ
う
」
が
浜
田
港
に
入
港

　
　
27
日
・
島
根
県
消
防
大
会
が
開
催

　
　
28
日
・
島
根
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催

　
　
30
日
・
学
校
法
人
タ
ブ
チ
学
園
と
連
携
協
定
を
締
結

8
月
3
日
・　
「
全
国
の
浜
田
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
事
業
で
「
は
ま
だ
」

姓
の
皆
さ
ん
を
２
０
１
９
石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り
に
招
待

　
　
4
日
・
外
国
船
籍「
コ
ス
タ・
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」号
が
浜
田
港
に
入
港

　
　
17
日
・
浜
田
開
府
四
百
年
記
念
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な

の
体
操
会
」
を
開
催

　
　
23
日
・
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
池
端
克
章
さ
ん
を
浜
田
Ｐ
Ｒ

大
使
に
委
嘱

　
　
24
日
・
浜
田
川
で
舟
あ
そ
び
が
開
催

　
　
27
日
・
特
定
第
三
種
漁
港
市
長
協
議
会
通
常
総
会
を
開
催

9
月
30
日
・
浜
田
市
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定

10
月
1
日
・
ユ
ネ
ス
コ
和
紙
展
～
伝
統
の
3
紙・新
時
代
の
魅
力
～
を
開
催

　
　
11
日
・
浜
田
開
府
四
百
年
記
念
住
民
参
加
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
群

青
～
濱
田
誕
生
、
そ
し
て
明
日
へ
～
」
が
上
演

　
　
12
日
・
浜
田
城
資
料
館
を
開
館

　
　
13
日
・
浜
田
開
府
四
百
年
祭
記
念
式
典
が
開
催

　
　
14
日
・
浜
田
城
資
料
館
横
に
駅
鈴
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置

　
　
18
日
・
新
し
い
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
授
業
研
究
会
浜
田
大
会
が
開
催

11
月
3
日
・
浜
田
開
府
四
百
年
記
念
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
を
開
催

　
　
5
日
・
浜
田
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
関
す
る
条
例
の
検
討
を

開
始

　
　
15
日
・
浜
田
開
府
四
百
年
記
念
「
浜
田
バ
ル
２
０
１
９
」
が
開
催

　
　
17
日
・
広
浜
鉄
道
今
福
線
第
一
下
府
川
橋
梁
に
転
落
防
止
柵
を
設
置

し
通
り
初
め
式
を
開
催

住民参加創作ミュージカル「群青～濱田
誕生、そして明日へ～」が上演

池端克章さんを浜田ＰＲ大使に委嘱浜田城資料館を開館 GIJ

1
月
9
日
・
浜
田
港
福
井
地
区
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
が
供
用
開
始

　
　
15
日
・
浜
田
港
日
韓
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が
週
2
便
化

　
　
26
日
・
農
事
組
合
法
人
「
さ
か
も
と
の
も
と
」
が
設
立

2
月
1
日
・
市
内
35
施
設
で「Ham

ada Free W
i-Fi 

」の
運
用
を
開
始

　
　
2
日
・
前
浜
田
市
長
宇
津
徹
男
氏
の
浜
田
市
市
葬
を
執
り
行
う

　
　
11
日
・
島
根
県
公
民
館
研
究
集
会
兼
地
域
課
題
解
決
型
公
民
館
支
援

事
業
成
果
発
表
会
が
開
催

　
　
16
日
・
農
事
組
合
法
人
「
美
川
西
」
が
設
立

3
月　
　
・
浜
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
・
区
域

施
策
編
）
を
策
定

　
　
　
　
・
浜
田
市
自
死
対
策
総
合
計
画
～
だ
れ
も
自
死
に
追
い
込
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
浜
田
の
実
現
を
目
指
し
て
～
を
策
定

　
　
　
　
・
第
2
次
浜
田
市
地
域
公
共
交
通
再
編
計
画
を
策
定

　
　
　
　
・
新
し
い
「
浜
田
市
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成

　
　
15
日
・
矢
原
川
ダ
ム
建
設
事
業
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
協
定
を
締
結

　
　
19
日
・
浜
田
大
名
行
列
奴
と
旧
浜
田
町
役
場
文
書
（
近
世
分
）
の
2

件
を
新
た
に
浜
田
市
指
定
文
化
財
に
指
定

　
　
25
日
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
防
犯

カ
メ
ラ
を
26
台
増
設

　
　
31
日
・
浜
田
市
立
国
府
公
民
館
有
福
分
館
を
移
転

4
月
1
日
・
浜
田
市
議
会
に
お
い
て
通
年
会
期
制
を
導
入

　
　
　
　
・
産
婦
健
康
診
査
を
実
施

　
　
　
　
・
㈱
浜
田
メ
イ
プ
ル
牧
場
が
操
業
開
始

　
　
29
日
・
２
０
１
９
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り
に
甲
冑
隊
や
ご
縁
の
あ
る

団
体
な
ど
が
参
加
し
浜
田
開
府
四
百
年
祭
の
開
幕
を
祝
う

5
月
1
日
・
は
ま
だ
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
を
開
始

　
　
　
　
・
改
元
日
の
婚
姻
届
の
受
付
に
市
長
受
付
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施

　
　
15
日
・
島
根
県
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
総
会
が
開
催

　
　
20
日
・　
「
神
々
や
鬼
た
ち
が
躍
動
す
る
神
話
の
世
界
～
石
見
地
域
で

伝
承
さ
れ
る
神
楽
～
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

　
　
31
日
・
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
が
閉
店

主
な
で
き
ご
と

クラウドファンディング型ふるさと納税
により防犯カメラを26台増設

前浜田市長宇津徹男氏の浜田市市葬を
執り行う

浜田港福井地区ガントリークレーンが
供用開始

BC

「全国の浜田さんいらっしゃい」事業で「はまだ」姓の
皆さんを２０１９石州浜っ子夏まつりに招待

浜田城資料館横に駅鈴モニュメントを設置 浜田開府400年祭記念式典が開催

令和元年
浜田市の

２０１９石州浜っ子春まつりに甲冑隊やご縁のある団体など
が参加し浜田開府400年祭の開幕を祝う

「神々や鬼たちが躍動する神話の世界～石見地域で伝承さ
れる神楽～」が日本遺産に認定

浜田川で舟あそびが開催

主なできごと

AB

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

D

E

F

HKL

Ａ
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問
合
せ

人
事
課
人
事
係　
☎
�
９
１
３
１

【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　
浜
田
市
殿
町
１
番
地
】

提
出
・
問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
政
策
係

☎
�
９
３
３
１
・
FAX
�
３
４
２
８

【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　
浜
田
市
殿
町
１
番
地
】

　

E-m
ail:kosodateshien@

city.ham
ada.lg.jp

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

令和元年
全国で活躍された皆さんを紹介します

石州半紙技術者会がエネルギア賞伝統文
化賞を受賞

西条柿を使った「ゆで卵と干し柿の天ぷ
ら」が列島縦断・宝メシグランプリ2019
で宝メシ№１に選出

浜田高等学校の田中彩絵さんが全国高等
学校定時制通信制生徒生活体験発表大会
で日本放送協会会長賞を受賞

浜田市スポーツ推進委員の伏谷和重さん
が全国スポーツ推進委員連合スポーツ推
進委員功労者等表彰を受賞

雲城公民館長の岡本修治さんが全国公民
館連合会表彰功労者表彰を受賞

洛南高等学校（京都府）３年の三浦龍司
さん（浜田東中学校出身）が陸上競技で
好成績

A

Ｄ Ｅ Ｆ

４月17日・石州半紙技術者会がエネルギア賞伝統文化賞を受賞
　　25日・広報はまだが全国広報コンクール広報写真一枚写真部で入選
９月５日・雲城公民館長の岡本修治さんが全国公民館連合会表彰功労者表彰を受賞
10月７日・佐々岡真司さんがプロ野球広島東洋カープ監督に就任決定
　　10日・浜田市教育委員会委員の藤本孝男さんが地方教育行政功労者文部科学大臣表彰を受賞
　　11日・浜田市陸上競技協会の檜谷卓夫さんが生涯スポーツ功労者文部科学大臣表彰を受賞
　　14日・西条柿を使った「ゆで卵と干し柿の天ぷら」が列島縦断・宝メシグランプリ2019で
　　　　　宝メシ№１に選出
　　24日・浜田市社会教育委員の栗栖真理さんが全国社会教育委員連合表彰を受賞
11月14日・浜田市スポーツ推進委員の伏谷和重さんが全国スポーツ推進委員連合スポーツ推進委

員功労者等表彰を受賞
　　17日・浜田高等学校の田中彩絵さんが全国高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会で日

本放送協会会長賞を受賞
　　21日・島根県立大学のＢＢＳサークルが未来をつくる若者・オブ・ザ・イヤー内閣府特命担

当大臣表彰を受賞
　　22日・美川保育園長の平野光德さんが社会福祉功労者厚生労働大臣表彰を受賞
　　30日・ふるさとチョイスアワード2019の絶やしたくない部門で「石見神楽の伝統を私たち障

がい者も次世代へつなぎたい」が優秀賞を受賞
12月６日・石州半紙技術者会会長の西田誠吉さんが文化庁長官表彰を受賞
洛南高等学校（京都府）３年の三浦龍司さん（浜田東中学校出身）が陸上競技で好成績
３月15日・アジアユース（香港）　2000ｍ障害　優勝
４月28日・織田記念陸上大会　2000ｍ障害　優勝　Ｕ２０／Ｕ１８日本新記録（５分39秒27）
６月27日・日本陸上競技選手権大会　3000ｍ障害　日本高校新記録樹立（８分39秒37）
８月４日・全国高等学校総合体育大会　3000ｍ障害　２位

A

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｂ Ｃ

市
で
は
、
業
務
の
必
要
に
応
じ
て
、
市
役
所
や
市
の
施

設
で
働
く
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
嘱
託
職
員
な
ど
を
採
用

し
て
い
ま
す
が
、
令
和
2
年
度
か
ら
、
そ
れ
ら
の
職
が
会

計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
し
ま
す
。

募
集
が
必
要
な
場
合
に
つ
い
て
は
従
来
と
同
様
に
、
原

則
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
募
集
し
ま
す
。

※　
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
2

月
頃
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
募
集
し
ま
す
。

対
象
者　
年
齢
18
歳
以
上
の
人
（
令
和
２
年
４
月
1
日
時

点
で
高
校
生
は
不
可
。
定
時
制
は
除
く
）

職
種

事
務
員

　
必
要
な
資
格　
Ｗｏｒ
ｄ
・
Ｅｘｃｅ
ｌ
が
使
用
可
能

　
報
酬　
月
額　
１
５
４
９
０
０
円

看
護
師

　
必
要
な
資
格　
看
護
師
資
格

　
報
酬　
月
額　
１
６
６
２
０
０
円

保
健
師

　
必
要
な
資
格　
保
健
師
資
格

　
報
酬　
月
額　
１
７
５
４
０
０
円

※　
実
際
の
報
酬
の
金
額
は
、
任
用
さ
れ
た
人
の
職
歴
な

ど
を
換
算
し
決
定
し
ま
す
。

※　
勤
務
日
（
時
間
）
数
及
び
、
勤
務
期
間
が
一
定
数
あ

る
場
合
、期
末
手
当
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。（
最
大
２・

６
月
。
任
用
初
年
度
は
支
給
月
数
の
減
あ
り
）

勤
務
時
間　
月
17
日
以
内
、
1
日
7
時
間
45
分

※　
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
職
種
・
勤
務
場
所
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

勤
務
場
所　
市
役
所
本
庁
又
は
各
支
所
、
も
し
く
は

学
校
な
ど
の
出
先
職
場

任
用
期
間　
1
年
以
内

※　
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

登
録
制
度
（
緊
急
を
要
す
る
場
合
な
ど
）

年
度
途
中
に
会
計
年
度
任
用
職
員
を
任
用
す
る
場

合
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
募
集
に
応
募
が
な
か
っ

た
場
合
や
緊
急
を
要
す
る
場
合
（
お
お
む
ね
一
週
間

以
内
）
な
ど
に
は
、
登
録
制
度
に
よ
り
、
事
前
に
登

録
名
簿
に
登
載
し
た
人
の
中
か
ら
、
面
接
試
験
な
ど

に
よ
り
選
考
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

有
効
期
間　
年
度
末
（
3
月
31
日
）
ま
で

こ
の
登
録
は
年
度
ご
と
に
行
い
、
令
和
元
年
度
に

登
録
し
て
い
る
人
も
、
令
和
2
年
度
の
登
録
を
希
望

す
る
場
合
に
は
、
新
た
に
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
方
法　
令
和
2
年
度　
浜
田
市
会
計
年
度
任
用

職
員
登
録
申
込
書
（
履
歴
書
）
又
は
、
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
役
所
本
庁
3

階
人
事
課
ま
で
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
様
式
は
、人
事
課
に
あ
り
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

注
意
事
項　
こ
の
登
録
は
採
用
を
約
束
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
則
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
募

集
し
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、「
第
2
期
浜
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
（
素
案
）」
に
つ
い
て
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
・
閲
覧
期
間　
１
月
31
日
㈮
ま
で

閲
覧
場
所
（
開
庁
日
・
開
館
日
）

・
子
育
て
支
援
課

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
中
央
図
書
館

・
各
市
立
公
民
館

※　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法　
指
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

又
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
意
見
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
募
集
締
切
日
必
着

で
す
。

※　
電
話
や
口
頭
で
の
意
見
、
氏
名
・
住
所
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
意
見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を
「
第
2
期
浜
田
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
素
案
）
に
係
る
意
見
」
と

し
、
指
定
の
様
式
を
添
付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

※　
指
定
の
様
式
は
、
閲
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を

　
　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
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旧しまねお魚センター前をスタートし、マリン大橋を渡り、瀬戸ケ島で折り返して往復する
約３kmのコースを、チームリレーするマラソンです。チームで14往復する42キロリレーコー
スと、７往復する21キロリレーコースがあります。１チーム最低２人からエントリーが可能です。

各部門の成績上位チームには部門賞が贈られるほか、特別賞として仮装賞なども用意。ラン
ナーの皆さんに賞品獲得のチャンスがあります。

また、今大会は浜田開府400年を記念して、ランナーや応援の皆さんに楽しんでいただける
特別な企画を用意しています。皆さんの参加をお待ちしています。

開催日　３月７日㈯
大会スケジュール（変更になる場合があります）

 9：30　受付開始
10：30　代表者ミーティング
11：00　オープニングセレモニー
11：30　42キロリレーコーススタート
11：40　21キロリレーコーススタート
15：00　各部門・仮装賞表彰式（順次実施）
16：30　競技終了

参加料
大人　…………………………………１人3,500円
大学生（院生含む）・専門学校生…１人2,500円
高校生・中学生以下　………………１人1,500円
※　参加料には、保険料・リレーマラソン記念フェ

イスタオル・完走証（１チームごとに１枚）を含
みます。

※　企業で参加する場合は、企業宛で請求書・領収
書を発行できます。福利厚生にご利用ください。

コース図交通規制

チラシ・郵便振替用紙（締切日　１月31日㈮）
市役所本庁・各支所・観光協会などにあるチラ

シに添付されている郵便振替用紙に必要事項を記
入の上、申し込んでください。

申込方法
インターネット（締切日　１月31日㈮）

　※　ランネットの会員登録（無料）が必要です。

ランネット 第５回マリン大橋

コースと部門
42キロリレーコース
（約３㎞×14往復＝42.195㎞、１チーム２～14人）
部門名 詳細 募集数

職場対抗部門 同じ企業・職場で構成。年齢・男女を問わない。　60チーム
男女混合部門 男女混合で構成。年齢を問わない。　40チーム
男性部門 男性のみで構成。年齢を問わない。　20チーム

合計 120チーム
21キロリレーコース
（約３㎞×７往復＝21.0975㎞、１チーム２～７人）
部門名 詳細 募集数

職場対抗部門 同じ企業・職場で構成。年齢・男女を問わない。　30チーム
男女混合部門 男女混合で構成。年齢を問わない。　20チーム
男性部門 男性のみで構成。年齢を問わない。　20チーム
女性部門 女性のみで構成。年齢を問わない。　10チーム

合計 　80チーム
※　申込状況によって募集チーム数を変更する場合が

あります。
※　表彰は、各部門第１位～３位のチームに行うほか、

仮装賞などがあります。

【問合せ】　大会に関すること
　　　　　山陰浜田港マリン大橋リレーマラソン実行委員会事務局
　　　　　　（観光交流課内）　☎�９５３１

　申込みに関すること
　㈲Plus value（申込受付受託事業者）
　☎０８５２�２８４４

全面通行止め区間
（リレーマラソンコース）

推奨迂回路区間

大会当日は、下図のとおり原井町と瀬戸ケ島町の一部
区間で交通規制を行いますので、ご注意ください。

※コース等は変更する場合があります。丸三浜田店

浜田消防署

駐車場

駐車場

漁港関係者駐車場
応援者駐車場

給水所

瀬戸ケ島

浜田漁港

マリン大橋
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民生委員・児童委員、主任児童委員私たちは地域の身近な相談相手です

氏名 担当地区

浜
田

清水　量子 外ノ浦町（全域）
髙脇　禮子 松原町（１･２･３･４町内）
（人選中） 松原町（５･６･７･８町内）
小澤　孝子 殿町（１･７･８町内）
森山　晴夫 殿町（２･３･４･５･６町内）
吉田　登代子 田町（全域）
寺田　悟 朝日町（１･２･３･９･１０町内）
（人選中） 朝日町（４･５･６･７･８町内）
藤川　卓朗 琵琶町（全域）･牛市町（全域）
花田　暁美 紺屋町（全域）
福原　ミユキ 新町（全域）･錦町（全域）
猪口　裕史 京町（全域）･栄町（全域）
前本　征生 高田町（全域）
（人選中） 真光町（全域）･原町（全域）
磯野　和子 片庭町（全域）
中村　たづる 港町（１･５町内）
扇畑　百合子 港町（２･３･４町内）
池田　勝正 清水町（全域）
佐々木　喜弘 蛭子町（全域）･天満町（全域）
井田　寛 瀬戸見町（全域）
石本　克子 大辻町（全域）
浜崎　豊 元浜町（１･２･３･４町内）
中根　正人 元浜町（５･６･７･８町内）
村上　清志 瀬戸ケ島町（全域）
市山　多津子 原井町（全域）
笠柄　正道 笠柄町（全域）

石
見

三浦　美穗 生湯町（全域）
宮村　孝正 長沢町（１－１･１－２町内）
熊谷　孝志 長沢町（１－３･１－４･１－５町内）
阿部　貴絵 長沢町（２･４－２町内）
藤田　晴夫 長沢町（３･４－３･７･８町内）
金子　葊武 長沢町（４－１･５－１･５－２町内）
渡部　泰久 長沢町（６町内）･下府町（桜ヶ丘町内）
柴田　圣子 浅井町（１･２･３･銀天街町内）･黒川町（７町内）
梨田　勝 浅井町（４－１･４－２町内）
小林　寛子 浅井町（５－１･５－２･５－３町内）
波田野こず枝 浅井町（５－４･５－５･６町内）
西村　修 黒川町（１－１･１－２･１－４町内）
佐古　肇徳 黒川町（１－３･２･３町内）
岩本　仁志 黒川町（５･６･８町内）
勝田　美知子 黒川町（４町内）･高佐町（全域）
森山　倫子 相生町（２町内）
宮田　祐二 相生町（３･４町内）
來須　和博 相生町（１町内）･河内町（全域）
田村　美代子 杉戸町（全域）

氏名 担当地区

石
見

牛尾　武夫 竹迫町（１･２･３町内）
後藤　敏雄 竹迫町（４･５町内）
曽利　勝凱 野原町（全域）
佐々木　寛治 三階町（１･２･３町内）
横山　光登 三階町（４･５･６･７町内）･内村町（十文字原町内）
河上　昭二 長見町（１･３町内）
栗原　和登 長見町（２町内）
中谷　隆直（※） 後野町（１･２･３･４町内）
長谷川　邦博 後野町（５･６･７･８町内）
原田　テルコ 佐野町（全域）
遠藤　秀隆 宇津井町（全域）

長
浜

岡本　英二 熱田町（１･３町内）
村上　桃子 熱田町（４･５町内）･長浜町（９･１０町内）
大川　正人 熱田町（６町内･７町内の半分）
中田　和紀 熱田町（７町内の半分･８町内の半分）
牛尾　純子 熱田町（８町内の半分･９･１０町内）
大久保　耕治 熱田町（１１町内）
山本　剛志 熱田町（１２･１３町内）
檜谷　卓夫 熱田町（１４町内）
橋本　俊久 長浜町（１･２町内）
山野　美代子 長浜町（３･４･５町内）
新井　実代子 長浜町（６･７･８－３･８－４町内）
植野　美重子 長浜町（８－１･８－２町内）

周
布

佐々木　寛子 日脚町（１･２･３町内）
那田　美津枝 日脚町（４･５･６町内）
村井　栄美子 日脚町（７･８･９町内）
原田　豊 周布町（１町内）
小川　美枝 周布町（２･３･４･６町内）
田中　美惠子 津摩町（全域）
堅田　定道 治和町（１･４･５町内）
山田　美代惠 治和町（２･３･６町内）･周布町（５町内）
上田　稔 穂出町（和田町内）･吉地町（全域）
大垰　学 西村町（大谷町内）
竹本　和彦 西村町（力石東･力石西･陽光台町内）
原田　悦子 折居町（全域）･西村町（１･２町内）

美
川

平野　公望 内田町（上内田･中内田･奥猪伏･前猪伏･後面町内）
藤井　裕 内田町（下内田１･下内田２･下内田３町内）
勝田　敏子 内村町（本郷上･本郷中町内）
沖原　千恵美 内村町（本郷下町内）
大谷　千枝子 田橋町（全域）
三浦　勝志 内村町（牛谷町内）･穂出町（中場町内）
中村　勝江 鍋石町（全域）･櫟田原町（全域）･井野町（羽原町内）
岩井　登美 横山町（全域）
三浦　幸子 内村町（一の瀬･松羽町内）

氏名 担当地区

国
府

大﨑　直子 下有福町（全域）
千代延　泰 大金町（全域）
佐々木　美雪 宇野町（東･南町内）
佐々木　友春 宇野町（大尾谷･西町内）
中田　善喜 上府町（上条･三重･久畑･天神町内）
小林　修司 上府町（三宅･伊甘･山根郷町内）
寺本　洋一郎 下府町（１･２･３町内）
沖田　和子 下府町（４･５･８町内）
小原　誠 下府町（６－１･６－２･７町内）
山本　稔 国分町（唐鐘１･２･３･１１町内）
花口　喜代司 国分町（唐鐘４･５･６･８町内）
田野　博夫 国分町（唐鐘７･９･１０町内）
田中　昌昭 国分町（１･２･３町内）
山崎　晃 久代町（１･２町内）
吉田　賢子 久代町（３町内）･上府町（荒相町内）

金
城

西川　美高 久佐（宇栗･新生･浄光寺谷･小原谷）
永見　茂子 久佐（山根原･久佐郷･下久佐･東下久佐）
岩﨑　輝巳 久佐（上長屋）･宇津井（小松木）･今福（元谷･今福･岩塚）
山本　一夫 今福（二タ村･小瀬原･久佐川･皆合）
藤本　喬士 追原（美又･追原郷･大元･福原）
勝手　俊美 追原（植松）･入野（新原･越沢･入野）
井原　忠範 上来原（大谷･東･西･下ノ原）
丸田　保恵 下来原（今田･南･北の森）
金子　正志 下来原（吉留･緑ヶ丘･上組･金田･下長屋）
小松原　正志 七条（若林･新開）
岩野　康彦 七条（小笹･希望ヶ丘･促進住宅）
横田　昭二 七条（元小笹･水上谷･伊木･青原）
坂本　弘志 波佐（若生･西谷上･亀谷原･新井屋原･馬場･菅沢）
隅田　哲夫 波佐（弋手原･三栄･深笹上･深笹下･後山）
酒井　憲正 長田（東谷上･東谷下･登り谷･大井谷･郷）
田中　絹江 小国（柚根･徳田上･徳田中･徳田下･小国郷･田ノ原）

旭

村武　謙司 坂本（全域）
松前　日出子 今市（草ノ谷･神代屋･加古屋･森谷･小谷城･新町）
吉岡　哲志 今市（福屋･下城･栄･旭ヶ丘）
岡山　令子 丸原（十門台･南高台）
阪本　惠美 丸原（上城･丸原町･寺廻り･後谷･御神本･高杉谷･岩地谷･柳･小場田）
新田　光子 木田（木田１･木田２上･木田２下）･山ノ内（山ノ内上）
岡村　弘幸 木田（木田３･木田４）･山ノ内（山ノ内下）
藤本　静晴 木田（木田５･木田６･木田７･木田８）
岩谷　和文 和田（全域）
小笠原　順子 重富（全域）
馬場　真由美 本郷（全域）
坂根　勳 都川（都川２）
牧　克幸 都川（都川３･都川４）
佐々岡　光宏 都川（都川５）

氏名 担当地区

旭
市川　清志 来尾（全域）・市木（平松）
青葉　秀信 市木（中郡・早水・内ヶ原）
池田　つた江 市木（貝崎・越木）

弥
栄

小池　睦子 稲代（全域）・長安本郷（寺組）
三浦　千代江 小坂（小坂・畑）・高内（西河内）
大谷　十三一 門田（門田・青尾）・高内（日高）
小松原　光典 栃木（全域）
德田　マスヱ 長安本郷（宮組・本郷下）・三里（小角）
岡本　昇 大坪（全域）・程原（全域）・三里（横谷）
稲垣　範明 木都賀（塚の元・錦ヶ岡）
佐々木　福美 木都賀（大斉）・野坂（全域）
河平　和則 木都賀（西の郷）
髙田　建 木都賀（仲三・下谷）
斎藤　弘子 木都賀（小熊・熊の山）・田野原（全域）

三
隅

齋藤　福美 岡見（西の谷・宮ヶ迫・床並・栃の木・板ヶ峠）
野上　秀盛 岡見（岡見郷・東高縄・西高縄・朝日ヶ丘・中山西・中山東）
小加本　富子 岡見（青浦・須津１区・須津２区・須津３区・須津４区・須津５区・須津６区）
（人選中） 岡見（松原西・松原東）
吉川　律子 古市場（古湊西・古湊東・下古市）
山田　要 古市場（門殿・中組・上古市）
長尾　百合 湊浦（湊上町・湊下町・湊セド町）
岡山　有美子 西河内（八曽・駅前・谷）
竹村　博 西河内（晴海台・福浦）
桑原　徹 折居（今浦・吉浦）
垰畑　敏明 東平原（東平原上・東平原下）
洗川　玲子（※） 三隅（森溝上・森溝下・小野）
斎藤　幹男 三隅（海石・岡崎・鼓田）
田中　秀雄 三隅（三隅１区・三隅２区・三隅３区・三隅４区）
野上　順子（※） 向野田（日の原・田原・海老谷・畑）
司山　和美 向野田（向野田１区・向野田２区）
髙橋　富子 矢原（矢原郷・松柄・大辻・梅の木原）
齋藤　省二 河内（鹿子谷・上河内・下河内・用田橋・西方寺原）
（人選中） 井川（黒沢４区）・下古和（黒沢５区・黒沢６区）
奥　靜雄 下古和（黒沢７区）・上古和（全域）
西　澄隆 黒沢（黒沢１区・黒沢２区）
串崎　紀典 井野（周布地・大谷）
三浦　慎也 井野（石浦・市場・久根郷・大口）
三浦　幸則 井野（上小原・下小原）
篠原　眞悟 井野（東下今明・西下今明・上今明）
佐々木　千鶴 井野（諸谷）・室谷（全域）
河野　千代子 芦谷（全域）

昨
年
12
月
1
日
に
一
斉
改
選
を

行
い
、
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童

委
員
（
定
数
１
７
５
人
）、
主
任

児
童
委
員
（
定
数
20
人
）
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

任
期
は
令
和
4
年
11
月
30
日
ま

で
の
3
年
間
で
す
。

（
※
印
は
１
月
１
日
付
け
で
就
任

予
定
）

高
齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
人
へ

の
支
援
が
必
要
な
と
き
、
子
育
て

や
介
護
で
の
心
配
ご
と
や
困
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
地
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▪
民
生
委
員
法
及
び
児
童
福
祉
法

に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
地
域
福
祉
を
担
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
非
常
勤
の
地

方
公
務
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

▪
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の
一
員

と
し
て
、
住
民
か
ら
の
様
々
な
生

活
上
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の

専
門
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

▪
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
か

に
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す

る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任

児
童
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
学
校
な
ど
と
連

携
し
て
、
地
域
の
様
々
な
活
動
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

民生委員・児童委員民生委員・児童委員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
と
は

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

新
し
く
就
任
さ
れ
ま
し
た

問合せ　・地域福祉課地域福祉係　☎�９３００
　　　　・各支所市民福祉課

氏名 担当地区
国
府

河野　佐代美 国府地区全域鎌田　弘美
金
城

佐々木　幸代 金城地区全域吉永　典子
旭拝上　理恵 旭地区全域田村　千鶴子
弥
栄 岡山　厚子 弥栄地区全域

三
隅

三上　良匡 三隅地区全域金本　妙子

氏名 担当地区
浜
田

小笠原　令子 浜田地区全域大坂　祐子

石
見

肥塚　由美子
石見地区全域藤井　真理子

江木　眞由美
長
浜

古川　邦道 長浜地区全域小林　英子
周
布

米谷　昌子 周布地区全域岩永　由美
美
川

牛尾　幸子 美川地区全域石田　勝則

主任児童委員



12広報はまだ：令和２年１月号13 広報はまだ：令和２年１月号

　飲食店・事務所・工場・ホテル・旅館など多くの人
が利用する全ての施設において、４月から原則屋内禁
煙となります。

施設の管理権原者などの主な義務内容

①屋内禁煙の実施
・灰皿などの喫煙器具・設備の設置禁止
・喫煙しようとする者に対して、喫煙の中止を求める
　など
※　例外的経過措置
１．加熱式たばこ専用の喫煙室では飲食なども可能
２．一部の小規模飲食店は店舗全体もしくは一部で喫

煙可能

②喫煙室を設置する場合の条件
・一定の基準を満たした喫煙専用室を設置することが

できます。（一定の基準についてはお問い合わせく
ださい）

・施設に喫煙室を設置する場合、標識の掲示が義務づ
けられています。

・喫煙専用室では喫煙以外の行為（飲食、事務作業な
ど）は禁止です。

③２０歳未満は立入禁止
　施設に喫煙室を設置する場合、２０歳未満の人は、客・
従業員ともに喫煙エリアに立ち入らせることはできま
せん。

④従業員の受動喫煙防止対策

⑤屋外に喫煙場所を設置する場合の配慮義務
　屋外に喫煙場所を設置する場合も、人通りが多い場
所（例：建物の出入り口など）には設置しないことな
どの配慮義務が課されています。

　上記の義務に違反すると、県からの指導・命令・罰
則などが適用されることがあります。

健康増進法が改正され、４月からは原則屋
内禁煙ですが、小規模飲食店に該当する店舗
については、以下のとおりの経過措置があり
ます。

小規模飲食店
①４月１日までに営業している店舗
②資本金又は出資の総額5,000万円以下
③客席面積が100㎡以下

※　①②③の条件を全て満たす場合は、標識
を掲示することで、喫煙可能室（飲食可能）
を設置、又は店舗全体を喫煙可能（喫煙可
能店）とすることができます。

経過措置の適用を希望する飲食店は、浜田
保健所へ届出をお願いします。

令和元年１２月２３日から受付を開始していま
す。

飲食店の経過措置の手続はお済みですか？

望まない受動喫煙をなくすことを目的に健康増進法が改正されました

問合せ　・浜田保健所　☎�５５５２　・健康医療対策課健康づくり係　☎�９３１１

萩・石見空港 利用促進
旅行企画コンテスト を開催しました

萩・石見空港東京線を利用した旅行プランを、島根県立大学の学生が考案し、コンテストを行いました。
このコンテストで最優秀企画賞と優秀作品賞に選ばれた２つの旅行プランが、実際に商品化されました。

※　詳しい旅行プランの内容は、
お問い合わせください。

※　この旅行は、萩・石見空港利用拡大促進協議会の助成制度を
利用しているため、個人で協議会へ助成申請はできません。

令和時代を駆け抜ける
新紙幣デザイン探求ツアー　３日間

渋沢栄一記念館（埼玉県）や貨幣博物館（東京都）などを巡ります。
新紙幣のルーツはここにあり！新たな時代を今！観に行こう 滿裕太郎さん　倉橋伸知さん

眞殿結子さん　谷口亮輔さん

稲村ケ崎温泉（神奈川県）や都内の人気カフェなどを訪ねます。

最優秀企画賞

優秀作品賞 ～忙しい日々の女性へ贈る～
癒しのご褒美旅in江の島＆鎌倉＆横浜　３日間

島根県立大学の学生提案

　
学
生
が
盛
り
上
げ
る私
た
ち
が
企
画
し
ま
し
た

・萩・石見空港利用拡大促進協議会
（益田市観光交流課空港対策室）
☎０８５６�０９９０

問合せ
・商工労働課商工政策係

☎�９５０１

歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設

市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

購
入
引
換
券

交
付
申
請
の
受
付
が

　
1
月
末
で
終
わ
り
ま
す

浜
田
市
ト
ク
ト
ク
商
品
券
の
購
入
を
検
討

し
て
い
て
、
申
請
が
ま
だ
の
人
は
、
早
め
に

申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
税
が
非
課
税
で
購
入
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
人
に
は
、
既
に
案
内
文
書
及
び
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
紛
失
し
た
場
合

は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
商
品
券
専
用
電
話

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設
の

整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
整
備
方

針
の
作
成
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
直
接
ご
意
見
を
聴
く
た
め
、
市
民
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
時　
1
月
26
日
㈰

午
後
2
時
～
4
時

場
所

市
役
所
本
庁　
4
階　
講
堂

金
城
支
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

２
階　
会
議
室

旭
支
所　
　
2
階　
会
議
室

弥
栄
支
所　
２
階　
第
2
会
議
室

三
隅
支
所　
3
階　
集
会
室

申
込
み　
不
要

※　
本
庁
・
各
支
所
間
を
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
で
接
続
し
、
同
時
に

開
催
し
ま
す
。

※　
会
場
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※　
市
役
所
本
庁
で
、
託
児
、
手
話

通
訳
、
そ
の
ほ
か
配
慮
が
必
要
な

場
合
は
、
1
月
17
日
㈮
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※　
た
だ
し
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者
や
扶

養
親
族
、
生
活
保
護
受
給
者
な
ど
は
対
象

外
で
す
。

※　
市
民
税
の
課
税
状
況
や
、
扶
養
の
有
無

な
ど
、
税
に
関
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
回
答
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
受
付
期
間

　
1
月
31
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で

購
入
対
象
者

　
令
和
元
年
度
住
民
税
が
非
課
税
の
人

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
�
９
３
０
３
（
商
品
券
専
用
）

問
合
せ　
文
化
振
興
課
文
化
財
係

　
☎
�
９
７
３
１

飲食店・事務所・工場・ホテル・旅館など

飲食店のオーナーの皆さんへ

４月から
原則屋内 となります禁煙

浜
田
市
ト
ク
ト
ク
商
品
券

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
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市長日記 （令和元年11月）元気な浜田をつくります

全国大会出場
おめでとうございます

海外から美術の指導者が来られ、世界こ
ども美術館で国際交流ワークショップな
どが行われました（11月６日）

浜田市協働のまちづくり推進に関する条
例検討委員会を開催しました（11月５日）浜田開府400年記念中学生軟式野球選手

権大会に出席しました（11月３日）

島根県精神保健福祉大会に出席しました
（11月12日）

2019グリーンフェスタはまだに出席しま
した（11月９日）

浜田・江津地区にある企業の新入社員を
激励しました（11月８日）

浜田市認知症高齢者等のＳＯＳネットワーク事業（どんちっちＳＯＳネット）連絡会議に出席しました（11月22日）

優良商工従業員表彰式に出席しました
（11月20日）

なつかしの国石見2019日本石見神楽大会
に出席しました（11月17日）

広浜鉄道今福線の第一下府川橋梁通り初
め式に出席しました（11月17日）

島根県立体育館建設記念島根県体操競技
大会に出席しました（11月10日）

石見地区幼稚園ＰＴＡ連合会研修大会に
出席しました（11月10日）

令
和
元
年
度

浜
田
市
人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
決
ま
る

人
権
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
活
用
す

る
た
め
、
小
・
中
学
校
、
一
般
の
皆
さ

ん
か
ら
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
・
標
語
を
募

集
し
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た

が
、
審
査
の
結
果
23
作
品
を
入
賞
作
品

と
し
て
選
出
し
、
令
和
元
年
12
月
18
日

㈬
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
は
、
1
月
9
日

㈭
正
午
ま
で
市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民

ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
。ま
た
、入
賞
作

品
と
、
中
学
校
ポ
ス
タ
ー
の
全
応
募
作

品
を
、
1
月
11
日
㈯
か
ら
19
日
㈰
ま
で
、

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
展
示
し
ま
す
。

入
賞
作
品
は
、
人
権
作
品
集
「
共
に

生
き
る
」
に
ま
と
め
て
発
刊
す
る
ほ
か
、

今
後
の
啓
発
事
業
に
も
活
用
し
ま
す
。

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

■　

ポ
ス
タ
ー
の
部　
■

最
優
秀
賞

第
四
中
学
校
３
年　
　
榊
原　
そ
ら

優
秀
賞

第
四
中
学
校
２
年　
　
大
嶧　
拓
真

第
四
中
学
校
３
年　
　
中
原　
駿
斗

第
四
中
学
校
３
年　
　
西
野　
翔
太

浜
田
東
中
学
校
２
年　
立
川　
神
那

■　

作
文
の
部
（
小
学
校
）　■

最
優
秀
賞

三
階
小
学
校
６
年　
　
多
田　
小
春

優
秀
賞

原
井
小
学
校
５
年　
　
寺
井
啓
太
郎

長
浜
小
学
校
６
年　
　
持
田　
璃
音

三
階
小
学
校
６
年　
　
大
和　
優
希

三
隅
小
学
校
６
年　
　
澄
田
か
り
ん

三
隅
小
学
校
６
年　
　
中
野
ま
ひ
る

■　

作
文
の
部
（
中
学
校
）　■

最
優
秀
賞

三
隅
中
学
校
３
年　
　
齋
藤　
夏
菜

優
秀
賞

第
三
中
学
校
２
年　
　
刘　
爽

浜
田
東
中
学
校
３
年　
三
浦　
真
生

旭
中
学
校
３
年　
　
　
佐
々
木　
爽

旭
中
学
校
３
年　
　
　
三
津
山
め
い

金
城
中
学
校
２
年　
　
栗
栖　
結
衣

三
隅
中
学
校
１
年　
　
吉
村　
琉
星

■　

標
語
の
部　
■

優
秀
賞

・
よ
り
そ
え
る　
心
と
耳
を　
常
日
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
町　
　
沖
田　
靖
子

・
人
権
は　
笑
顔
団
欒　
家
族
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
田
町　
　
日
原　
隆

・
見
逃
す
な　
小
さ
な
命
が　
出
す
サ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
隅
町　
　
高
松　
絵
美

・
声
か
け
で　
救
え
る
命　
見
逃
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
隅
町　
　
寺
井　
倫
子

・
認
め
合
う　
み
ん
な
の
考
え　
十
人
十
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
隅
町　
　
金
本　
晶

全国大会に出場する皆さんを激励しました。
出場報告のため市役所を訪問された皆さんをご紹介します。

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
　
違
い
を
認
め
合
う
心
～

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

問
合
せ

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
�
９
１
６
０

全国小学生クロスカントリー研修大会
（大阪府：12月7日・8日）

高円宮杯全日本中学校英語弁論大会
（東京都：11月27日～29日）

写真左から 写真右から

板本陽平さん
（長浜小５年）

岡田莉央さん
（松原小６年）

岡本聡人さん
（今福小６年）

三明愛果さん
（石見小６年）

山根陽希さん
（三階小６年）

片岡あおばさん
（雲城小６年）

新田大さん
（周布小６年）

竹田さくらさん
（波佐小６年）横山麗乃さん（弥栄中２年）
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合唱グループによる歌声が響く

ソフトボールを楽しむ参加者たち

体験したこと考えたことについて語る天津さん

神楽饗宴で来場者を魅了

　11月23日㈷、万灯山公園イルミネーション点灯式が万灯山公
園で行われました。これは、浜田に活力を生む元気の出る灯を
点灯し、公園周辺の景観をイルミネーションで華やかにするこ
とを目的に、浜田青年会議所が主体となり毎年行っています。
　浜田開府400年を記念した、400の文字の電飾と高さ10ｍのヒ
マラヤ杉を中心に、公園内の木々にたくさんの電飾が点灯し、会
場全体が幻想的な雰囲気に包まれました。
　また、公園内には市内の合唱グループによる歌声が響き、来
場者には温かいぜんざいが振る舞われました。

　11月17日㈰、弥栄自治区人権を考えるつどいが弥栄会館で開
催されました。当日は、島根県青年海外協力協会会長の天津貴
志さんを講師に招き「違うことは豊かさ」と題して、青年海外
協力隊として活動した体験や考えたことを講演されました。　
　天津さんは、人は違って当たり前、違うことは豊かなこと、面
白いことであり、決して見た目で判断しないでほしいと訴えま
した。その上で、「つながること・係わること・知ること」が大
切で、違いを認めて尊重し合う時間と空間を共有することを心
がけていると話されました。

　11月10日㈰、弥栄自治区スポーツ大会が弥栄町内の５会場で
開催されました。これは、スポーツに親しみ健康な心身を培う
と共に、同じ地域で生活する人同士の交流を深めるために、弥
栄町体育協会が企画したものです。
　競技種目としては、ニューゲートボール、ソフトボール、ファ
ミリーバドミントン、シャフルボード、グラウンドゴルフが行
われ、約280人が参加しました。久しぶりにスポーツをする人も
多く、思っていたような結果が出ない人もいましたが、参加者
は一緒に競技する人たちと笑顔で楽しみました。

　11月10日㈰、「旭ふる里まつり2019」が旭支所周辺で開催され
ました。これは、産業振興や親睦交流を図ると共に、地域が一
体となり変わらない旭らしさを伝える、旭のまつりです。
　今年は、浜田開府400年記念として、三藩神楽饗宴や熱気球体
験、農産物品評会では、出品数400点チャレンジを行いました。
ステージでは、あさひ子ども園によるダンスや旭中学校吹奏楽
部の演奏なども行われました。
　また、地域の皆さんによる飲食コーナーや展示コーナーなど
もにぎわいをみせ、旭の秋を楽しむ１日となりました。

元気よくスタート

放水体験をする子どもたち

多彩な催しを楽しむ来場者

どんぐりの種を植える園児

　11月10日㈰、旭ロードレース大会が心地よい秋晴れのもと、旭
公園市民体育館周辺をコースとして開催されました。この大会
は、旭ふる里まつりの開催に合わせ、気軽に参加できるロード
レース大会として、自治区旭体育協会が毎年企画しているもの
です。大会は、３つのコースで行われ、小学生をはじめ、市内
外から133人が参加しました。ランナーは家族などから大きな声
援を受けながら各々のペースで完走を目指しました。
　また、競技終了後には旭ふる里まつりのステージで表彰式が
行われ、健闘を称えました。

　11月９日㈯・10日㈰、三隅中央公園において恒例の「みすみ
フェスティバル」が開催されました。地元特産品の販売、各種
団体の出店（展）のほか、のど自慢や浜田ＰＲ大使の山崎てい
じさんの歌謡ショー、各団体のダンス、来場者参加型イベント
の長なわとび大会など多彩な催しが行われました。また、今年
は、浜田開府400年記念企画として広島県熊野東中学校書道部に
よる書道パフォーマンス、世界一のチェンソーアーティストに
よるチェンソーアートや三隅保育所園児によるダンスも行われ、
会場は約12,000人の来場者でにぎわいました。

　11月９日㈯、「ふれあい防火教室」を消防本部で開催し、82人
の親子などが参加しました。
　これは、11月９日から15日までの秋の全国火災予防運動にあ
わせて、火に対する正しい知識を身に付け、家庭からの火災予
防を目的に企画したものです。
　当日は、煙の体験、消防車の放水体験、消火器を使った消火
体験、救急車やはしご車などの車両見学などを行いました。
　参加者は、「前が見えなかったけど、煙体験が面白かった」と
話していました。

　11月７日㈭、今福保育園で「森の教室どんぐりくんと森の仲
間たちin今福保育園」が行われ、園児と職員49人が参加しまし
た。これは、次世代を担う子どもたちに森林の大切さや守り・
育てることの必要性を実感してもらうプロジェクトとして、島
根県緑化推進委員会が企画したものです。
　森づくりのためにつくられたＡＩロボット「ふぁみたん」や
「どんぐりくん」と一緒に体操をしたり、キャラバン隊とどん
ぐりの種まきをして楽しく学びました。育てたどんぐりの苗木
は、今福保育園敷地内に植える予定です。

♥Town Topics

幻想的な冬の風物詩
～　万灯山公園イルミネーション点灯式　～

はまだ

スポーツに親しみ地域の交流を深める
～　弥栄自治区スポーツ大会　～

やさか

違うことの豊かさ
～　弥栄自治区 人権を考えるつどい　～

やさか

山里の秋を満喫
～　旭ふる里まつり2019　～

あさひ

秋晴れのもと走る
～　2019旭ロードレース大会　～

あさひ

楽しみながら防火を学ぶ
～　ふれあい防火教室　～

はまだ

みすみの秋の一大イベント
～　みすみフェスティバル　～

みすみ

緑豊かな未来のために
～　森の教室どんぐりくんと森の仲間たちin今福保育園　～

かなぎ
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まちのわだい
安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

柿の皮むきをする参加者

大勢の来場者でにぎわう会場

地元の農作物や特産品を購入する来場者

食材をふんだんに使ったＢＢ大鍋を準備

　11月３日㈷、平原柿まつりが東平原上集会所で開催されまし
た。両谷神楽社中と浜田商業高校郷土芸能部による神楽上演や、
三隅小学校の児童が西条柿について調べた内容を校外授業体験
発表として○×クイズ形式で出題し、会場は大いに盛り上がり
ました。
　また、地元有志による炊き込みご飯や豚汁などの販売、恒例
の柿の種飛ばし大会や柿の皮むき大会、まつりの開催25周年を
記念したのど自慢も行われ、訪れた約360人は深まってゆく秋を
満喫しました。

　11月３日㈷、弥栄産業まつりが弥栄支所前イベント広場で開
催されました。当日は、多くの地元集落が出店し、収穫された
農作物やアイデアを出し合い加工した特産品などの販売を行い
ました。
　ステージでは、保育園児や小学生による子ども神楽や中学生
による和太鼓、よさこい踊りや餅まきなどが行われました。浜
田開府400年記念企画として、今年収穫されたつや姫を使ったお
にぎりの試食もありました。この日、会場は野菜や特産品を購
入したりする多くの来場者でにぎわいました。

　11月２日㈯・３日㈷、ふれあいジム・かなぎで、第32回さざ
んか祭りが開催されました。両日とも天候に恵まれ、２日間で
合わせて約5,500人の来場者でにぎわいました。
　会場では、地域の皆さんの発表や、農産物の品評会、各自治
区まちづくり委員会の特産品の出店など、多彩な催しが行われ
ました。また、浜田開府400年記念企画として、浜田ＰＲ大使池
端克章さんのライブ、ミニ四駆大会、石見神楽市外社中の招待
上演や気仙沼ホルモンの出店もありました。来場者は、思い思
いにお目当ての品を購入し、祭りを満喫していました。

　11月２日㈯、「ＢＢ大鍋フェスティバル2019」が浜田漁港周辺
で開催されました。
　のどぐろで取っただしに、魚のすり身や野菜をふんだんに
使ったＢＢ大鍋が振る舞われ、市内外から訪れた約27,000人が
浜田の名物鍋に舌鼓を打ちました。会場は、石見神楽や浜っ子
ハイヤ節、ダンスなどのステージイベントや市民の店、ランバ
イクなどの多彩な催しでにぎわいました。
　参加者は、「初めて祭りに来たが、大鍋に入っていたハートの
つみれがかわいくておいしかった」と話していました。

柿を味わう秋まつり
～　平原柿まつり　～

みすみ

秋晴れの中かなぎ最大の祭り開催
～さざんか祭り～

かなぎ

秋の実りに感謝
～　弥栄産業まつり　～

やさか

大盛況の名物鍋
～ＢＢ大鍋フェスティバル2019　～

はまだ

生
活
・
環
境

（
仮
称
）
益
田
匹
見
風
力
発

電
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評

価
方
法
書
の
縦
覧
及
び
住
民

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
き
、

「（
仮
称
）
益
田
匹
見
風
力
発
電
事
業

環
境
影
響
評
価
方
法
書
」
を
縦
覧
に

供
す
る
と
と
も
に
、
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

対
象
事
業　
（
仮
称
）
益
田
匹
見
風

力
発
電
事
業

事
業
者
名　
ア
ジ
ア
風
力
発
電
㈱

事
業
区
域　
益
田
市
匹
見
町
道
川
地
区

事
業
規
模　
発
電
出
力
１
基
３
．
２

Ｍ
Ｗ
～
４
．
３
Ｍ
Ｗ
を
最
大
15
基

程
度

縦
覧
期
間　
１
月
10
日
㈮
～
２
月
25

日
㈫
（
う
ち
、
平
日
開
庁
日
）

縦
覧
場
所

・
市
役
所
東
分
庁
舎
２
階
環
境
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　
ア
ジ
ア
風
力
発
電
㈱
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

意
見
・
質
問
の
提
出
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
内
容

を
ご
記
入
の
上
、
縦
覧
場
所
に
設
置

の
意
見
箱
へ
投
函
又
は
問
い
合
わ
せ

先
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
郵
送
の
場
合
は
、
３
月
10
日
㈫

当
日
消
印
有
効
で
す
。

※　
電
話
に
よ
る
意
見
、
質
問
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
。

住
民
説
明
会
の
開
催

・
弥
栄
地
区

日
時　
１
月
25
日
㈯　
午
前
10
時
～

場
所　
弥
栄
会
館

・
金
城
地
区

日
時　
1
月
25
日
㈯　
午
後
２
時
～

場
所　
波
佐
公
民
館（
と
き
わ
会
館
）

問
合
せ　
ア
ジ
ア
風
力
発
電
㈱

【
〒
１
０
６
‐
０
０
４
４　
東
京
都

港
区
東
麻
布
１
‐
26
‐
８　
イ
イ

ダ
ア
ネ
ッ
ク
ス
東
麻
布
4
階
】

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調

査
（
国
勢
調
査
・
経
済
セ
ン
サ
ス
な

ど
）
に
理
解
と
熱
意
を
も
っ
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
統

計
調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
を
あ
ら
か
じ
め
登
録

調
査
員
と
し
て
登
録
し
、
統
計
調
査

実
施
の
際
に
改
め
て
市
か
ら
従
事
依

頼
を
し
、
本
人
の
了
承
を
得
た
上
で

調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※　
登
録
し
た
人
に
毎
回
調
査
を
お

願
い
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

主
な
仕
事
の
内
容

①
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

②
調
査
区
域
及
び
調
査
対
象
の
確
認

③
調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼
・
回
収

④
回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・
整

理
・
提
出

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察
に

直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上
の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事
で

き
る
人
（
ほ
か
に
仕
事
を
し
て
い

て
も
可
能
で
す
）

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保
護

に
配
慮
で
き
る
人

・
暴
力
団
員
で
な
く
、
暴
力
団
や
暴

力
団
員
と
密
接
な
関
係
が
な
い
人

報
酬
な
ど

実
際
に
調
査
に
従
事
し
た
場
合
に
、

国
で
定
め
た
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
身
分

実
際
に
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
場
合
に
、
統
計
調
査
の
都
度
（
約

２
か
月
間
）、
国
や
県
か
ら
任
命
さ

れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空
き

家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
合
せ　
政
策
企
画
課
移
住
定
住
係

　
☎
�
９
２
０
０

住

宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

後
日
、
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　
総
務
課
総
務
管
理
係

　
☎
�
９
１
２
０

産

業

地
域
活
性
化

令
和
２
年
度
「
緑
の
募
金
公

募
事
業
」
の
応
募
団
体
を
募

集
し
ま
す

　
「
緑
の
募
金
公
募
事
業
」
は
、
県

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
家
庭
募
金
、
企

業
・
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
の
職
場
募

金
な
ど
の
「
緑
の
募
金
」
を
活
用
し

て
、
地
域
団
体
が
自
ら
緑
化
に
取
り

組
む
事
業
で
す
。

募
集
対
象
事
業　
森
林
へ
の
植
林
活

動
、
青
少
年
の
環
境
教
育
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
よ
る
緑
化
運
動
の
普

及
・
啓
発
活
動
な
ど

※　
事
業
内
容
に
よ
っ
て
補
助
率
が

異
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
農
林
振
興
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
島
根
県
緑
化
推
進
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

申
込
期
間　
１
月
24
日
㈮
（
必
着
）

問
合
せ

・
島
根
県
緑
化
推
進
委
員
会

　
☎
０
８
５
２
�
８
０
４
９

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　

〒
６
９
７-

８
５
０
１　

浜
田
市

殿
町
１
番
地　
☎
�
９
５
１
０
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
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化

税
務・納
税
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放課後児童クラブ・放課後児童居場所一覧
クラブ名 対象の小学校 提出・問合せ

浜
田

ふたば学級放課後児童クラブ 原井小

子育て支援課
☎�９３３１

若潮学級放課後児童クラブ 雲雀丘小
くすのき学級放課後児童クラブ 松原小
杉の子学級放課後児童クラブ 石見小
杉の子第２学級放課後児童クラブ 石見小
杉の子第３学級放課後児童クラブ 石見小
山ばと学級放課後児童クラブ 美川小
ひまわり学級放課後児童クラブ 周布小
ひまわり第２学級放課後児童クラブ 周布小
とびうお学級放課後児童クラブ 長浜小
かぜの子学級放課後児童クラブ 国府小
かもめ学級放課後児童クラブ 国府小
さくら学級放課後児童クラブ 三階小
さくら第２学級放課後児童クラブ 三階小

金
城

雲城地区児童クラブ 雲城小 金城支所市民福祉課
今福地区児童クラブ 今福小 ☎�１２３５

旭今市児童クラブ 旭小 旭支所市民福祉課
☎�１４３５

弥
栄やさか児童クラブ 弥栄小 弥栄支所市民福祉課

☎�２６５６
三
隅

三隅小児童クラブ 三隅小 三隅支所市民福祉課
岡見小児童クラブ 岡見小 ☎�２８０６

金
城波佐保育園（放課後児童居場所） 波佐小 波佐保育園 ☎�0449

実
施
日
時

・
月
～
金
曜
日
（
平
常
授
業
日
）

　
放
課
後
～
午
後
６
時

・
学
校
の
振
替
休
業
日
・
土
曜
日
・

夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
中

　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

負
担
金　
児
童
１
人
あ
た
り
月
額
６

０
０
０
円
（
お
や
つ
代
１
０
０
０

円
を
含
む
）

※　
夏
休
み
期
間
中
の
7
月
・
8
月

は
２
５
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

土
曜
日
の
利
用
者
は
月
額
１
７
０

０
円
（
お
や
つ
代
２
０
０
円
を
含

む
）
を
加
算
し
ま
す
。
別
途
、
傷

害
保
険
料
が
必
要
で
す
。

※　
兄
弟
・
姉
妹
同
時
入
会
、
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
、
生
活
保
護
世

帯
に
減
免
制
度
あ
り
。

申
込
期
間　
１
月
６
日
㈪
～
31
日
㈮

申
込
方
法

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
同
意
書
・
就
労
証
明
書
を
添
え

て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
子
育
て
支
援

課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
・
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
居
場
所

　
波
佐
保
育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
政
策
係

☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

放課後児童クラブ支援員募集
職種 勤務日数 勤務日 勤務時間

主任支援員
月～土曜日のうち、
５～６日

月～金曜日 13:00～18:00までの５時間程度
土曜日  8:00～18:00までの５時間程度

支援員 月～金曜日 13:00～18:00までの４～５時間程度
土曜日  8:00～18:00までの５時間程度

代替支援員 月～土曜日のうち、
勤務可能な日

月～金曜日 13:00～18:00までの４～５時間程度
土曜日  8:00～18:00までの５時間程度

※　夏・冬・春休みと学校の振替休業日は、 8:00～18:00までの５時間程度

資
格
要
件

①
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研

修
修
了
証
を
有
す
る
人

②
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

③
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
又

は
幼
稚
園
の
教
諭
と
な
る
資
格
を

有
す
る
人

④
２
年
以
上
、
助
産
施
設
・
乳
児

院
・
母
子
生
活
支
援
施
設
・
保
育

所
（
園
）・
児
童
厚
生
施
設
・
児

童
養
護
施
設
な
ど
に
従
事
し
た
こ

と
の
あ
る
人

⑤
児
童
厚
生
員
の
資
格
を
有
す
る
人

⑥
大
学
に
て
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、

教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
、
体

育
学
を
専
修
す
る
学
科
を
終
了
し

卒
業
し
た
人

⑦
児
童
の
生
活
指
導
に
熱
意
の
あ
る

人
※　
①
～
⑦
の
う
ち
、
1
つ
以
上
を

満
た
す
人

雇
用
期
間

　
４
月
～
令
和
３
年
３
月

勤
務
日　
日
、
祝
日
、
盆
、
年
末
年

始
を
除
く
日

申
込
締
切
日　
１
月
24
日
㈮

申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
を
貼
布

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
面
接
・
書
類
に
よ
る
選

考
※　
雇
用
条
件
な
ど
ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
政
策
係

　
☎
�
９
３
３
１

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き
い
き

と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
団
体
な
ど
に
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
た
ち
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
し
、
お
お
む
ね

10
人
以
上
の
構
成
員
が
い
る
民
間

の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
の

半
数
以
上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
代
表
者
が
女
性
で
、
役
員

税
務
・
納
税

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
受
理
し
た
日
本

全
国
の
求
人
情
報
を
検
索
で
き
る
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」
が
１
月
６

日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

検
索
画
面
が
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
」
や
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
に
も
対
応

す
る
ほ
か
、
求
人
票
も
画
面
で
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
就

職
活
動
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

　
☎
�
８
６
０
９

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

の
半
数
以
上
が
女
性
で
あ
る
こ
と

が
目
安
と
な
り
ま
す
）

対
象
事
業　
４
月
１
日
～
令
和
３
年

３
月
31
日
に
実
施
す
る
次
の
事
業

（１）　
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

（２）　
男
女
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

（３）　
時
代
を
担
う
人
づ
く
り

（４）　
水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円
～

50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

募
集
締
切
日　
１
月
15
日
㈬

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
用
紙
は
、
人
権
同
和
教
育

啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各
支
所
防
災

自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

助
成
決
定　
３
月
下
旬
予
定

申
込
み
・
問
合
せ　
公
益
財
団
法
人

し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
内　
公
益

信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務

局　
☎
０
８
５
４
�
５
５
１
４

令
和
２
年
度 

市
民
税
県
民
税

（
兼 

国
民
健
康
保
険
料・介
護
保

険
料・後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す

　
今
年
も
、
２
月
上
旬
か
ら
３
月
中

旬
ま
で
の
間
、
市
民
税
県
民
税
な
ど

の
申
告
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

各
会
場
（
自
治
区・出
張
申
告
会
場
）

の
日
程
や
時
間
、
申
告
書
用
紙
や
申

告
書
の
書
き
方
な
ど
は
、「
広
報
は

ま
だ
」
２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
申
告
の
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す

　
令
和
元
年
分
（
平
成
31
年
分
）
の

給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
必
ず
、
令
和
２
年
度
の
新
様
式
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
税
務
課

対
象　
令
和
２
年
１
月
１
日
に
浜
田

市
に
住
所
が
あ
る
人

※　
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
の

給
与
支
払
報
告
書
も
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
方
法　
給
与
支
払
報
告
書
は
、

正
本
の
み
の
提
出
で
も
結
構
で
す
。

　
浜
田
市
提
出
用
の
総
括
表
と
「
普

通
徴
収
切
替
理
由
書
（
兼
仕
切

紙
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
郵

送
で
の
提
出
も
受
け
付
け
ま
す
。

提
出
期
限　
１
月
31
日
㈮

　
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
、
光

デ
ィ
ス
ク
や
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
提
出

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
�
９
２
３
２

令
和
２
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
・
放
課
後
児
童
居
場
所

入
会
児
童
を
募
集
し
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課
後

児
童
居
場
所
は
、
小
学
校
の
児
童
で
、

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
放
課
後
家
庭

に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、
生
活
の

場
を
提
供
し
、
遊
び
や
生
活
指
導
を

と
お
し
て
そ
の
児
童
の
健
全
育
成
を

図
る
も
の
で
す
。

対
象
児
童

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

令
和
2
年
度
に
各
小
学
校
に
在
籍

す
る
児
童

放
課
後
児
童
居
場
所

令
和
2
年
度
に
波
佐
小
学
校
に
在

籍
す
る
1
～
3
年
生
の
児
童

定
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
各
ク
ラ
ブ
定
員
（
20
人
～
70
人
）

放
課
後
児
童
居
場
所

　
５
人
程
度

※　
定
員
を
上
回
る
申
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
、
各
ク
ラ
ブ
・
居
場
所

の
状
況
に
応
じ
て
調
整
し
ま
す
。

　
歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯
ブ

ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま
す
。

む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１
歳

以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
６
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

　
　
　
②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　
①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す

く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代
を

含
む
）

※　
タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

　
１
月
23
日
㈭　
午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
係　
☎
�
９
３
３
１

令
和
２
年
度
償
却
資
産
（
固

定
資
産
税
）
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す

　
個
人
や
法
人
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
事
業
用

償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申
告
期
限

ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

子

育

て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施

し
ま
す

令
和
２
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
浜

田
自
治
区
13
か
所
）
で
小
学
校
の
児

童
の
生
活
指
導
に
当
た
る
支
援
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

・
主
任
支
援
員　
13
人
程
度

・
支
援
員　
　
　
34
人
程
度

・
代
替
支
援
員　
若
干
名

申
告
期
限　
１
月
31
日
㈮

※　
償
却
資
産
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

償
却
資
産
申
告
書
（
12
月
中
旬
送

付
済
み
）
に
同
封
し
て
い
る
「
申

告
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※　
償
却
資
産
の
申
告
書
が
届
い
て

い
な
い
人
、
又
は
圧
着
は
が
き
で

申
告
案
内
が
あ
っ
た
人
で
資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ

　
資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋
係

　
☎
�
９
２
３
３
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳以上49歳までの女性

実施期間
江木医院
２月29日㈯まで
浜田医療センター内　健診センター
２月28日㈮まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 ９：00～　9：30
検査時間　10:00～

①　検診会場で容器を配布します（検診日
程を確認してください）。

※　大腸がん検診受診票を持っている人
は、受診票に必要事項を記入の上、検診
会場へ持参してください。受診票は、会
場にも準備しています。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて検査機関へ送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、１か月
程度で受診者へ送付されます。

対象　40歳以上（浜田市に住民票がある人）
※　今年度、職場検診や人間ドックなどで大腸がん

検診を受診した人は、受ける必要はありません。
受診料　無料
検診方法及び日時　郵送法となります。右図の流れ

を確認し、間違いのないようにお願いします。
浜田自治区検診日程
容器配布日 受付時間 会場

１月14日㈫

10:00～10:30 大麻公民館
13:00～13:30 美川公民館
14:00～14:20 美川公民館西分館
14：50～15：10 櫟田原公民館

１月15日㈬
 9:30～10:30 長浜公民館
11:00～11:30 長浜商港会館
13:30～14:30 周布公民館

１月16日㈭  9:30～10:30 石見公民館
11：00～11：30 長沢２町内児童館

１月17日㈮ 　9:30～10:30 国府公民館
11：15～11：45 国府公民館有福分館

１月20日㈪
　～22日㈬  9:00～17:00 市役所本庁舎１階

健康医療対策課

浜　田　市
検診の流れ

受　診　者

検　査　機　関

容器の取りまとめについて
　職場やグループ・団体で取りまとめて申込みを希
望する場合は、容器配付について個別に相談に応じ
ます。（人間ドックや職場などで大腸がん検診を受
診した人は除きます）
　健康医療対策課、各支所市民福祉課にご連絡くだ
さい。

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

（
修
学
資
金
な
ど
）
貸
付
の

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
修
学
費
用
な
ど
に
係
る

資
金
貸
付
の
予
約
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

対
象　
令
和
２
年
４
月
の
進
学
な
ど

を
希
望
し
て
い
る
次
の
人

・
児
童
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
父
・
母

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡
婦

・
父
母
の
い
な
い
児
童

※
「
児
童
」
と
は
、
20
歳
に
満
た
な

い
子
を
い
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
金

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る
資

金
（
無
利
子
）

・
修
学
資
金
（
高
校
・
高
専
・
専
修

学
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学
院
に

就
学
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業

料
・
書
籍
代
・
交
通
費
な
ど
の
資

金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
業
す

る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
や
被
服

な
ど
の
購
入
資
金
）

※　
ほ
か
の
制
度
に
よ
る
奨
学
金
の

貸
付
を
受
け
る
場
合
は
、
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
、
寡
婦
の

知
識
技
能
習
得
を
対
象
と
す
る
資
金

（
連
帯
保
証
人
を
立
て
な
い
場
合
は

利
子
年
１
・
０
％
）

・
技
能
習
得
資
金
（
就
職
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
）

申
請
締
切
日　
２
月
28
日
㈮

※　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

　
☎
�
９
３
３
１

貸
与
額

①
県
社
協
貸
付
決
定
者　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者

　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
万
円

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
市
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

募
集
期
間　
県
社
協
貸
付
決
定
な
ど

の
通
知
後
1
か
月
を
予
定

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼

稚
園
係　
☎
�
９
３
３
０

保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資

格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
令
和
２
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
へ
在
学
し
、
卒
業
後
県
内
の

保
育
所
（
園
）
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
万
円

※　
そ
の
ほ
か
生
活
保
護
世
帯
な
ど

へ
は
、
入
学
準
備
金
20
万
円
以
内
、

就
職
準
備
金
20
万
円
以
内
、
生
活

費
加
算
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
県
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
5
年
間
（
過
疎
地
域
は
3
年

間
）
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額
免

除
募
集
期
限　
1
月
31
日
㈮

※　

２
次
募
集　
4
月
1
日
㈬
～
5

月
15
日
㈮
（
予
定
）

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
部
福
祉
資
金
係

　
☎
０
８
５
２
�
５
９
９
６

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
応

募
者

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

健
康
・
福
祉

１月各種がん検診の日程

証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診する場合は、２

回目以降全額負担となります。
問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎�９３１１

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人及

びクーポン券が送付された人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター

☎�７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
２月28日㈮まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）

を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

　がん検診を受けるにあたり、広報はまだ５月号
（P30）の注意事項を参考にしてください。浜田市
に住民票がある人は、市が実施する各種がん検診を、
無料で受診することができます。がん検診受診の際
は、本人確認ができるもの（健康保険証・運転免許

所
得
税
・
市
民
税
県
民
税
の

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

を
し
ま
す

精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
65

歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
障
が
い
が
一

定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
所
得
税

及
び
市
民
税
県
民
税
の
障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

次
の
対
象
に
該
当
す
る
人
は
、
健

康
医
療
対
策
課
又
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
が
、
同
等
の
障
が

い
の
あ
る
人

※　
既
に
障
害
者
控
除
を
受
け
、
認

定
書
を
持
っ
て
い
る
人
で
前
年
度

と
障
が
い
の
程
度
が
変
わ
ら
な
い

人
や
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

控
除
額

市
民
税
県
民
税

・
障
害
者
控
除　
　
　
　
26
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
　
30
万
円

所
得
税

・
障
害
者
控
除　
　
　
　
27
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
　
40
万
円

※　
障
が
い
者
本
人
で
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
、

市
民
税
県
民
税
が
非
課
税
に
な
り

ま
す
。

令
和
２
年
度
い
き
い
き
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

対
象　
令
和
２
年
度
い
き
い
き
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
受
託
を
希
望
、

又
は
検
討
中
の
事
業
者

日
時　
２
月
12
日
㈬

　
午
後
２
時
～
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
４
階
講
堂

申
込
締
切
日　
２
月
５
日
㈬

申
込
み
・
問
合
せ　
健
康
医
療
対
策

課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係

　
☎
�
９
３
２
１

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

　
☎
�
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

大腸がん検診を受けましょう

問合せ　健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎�９３１１
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

インフルエンザは「インフルエンザウイルス」に
感染して起きます。非常に強い感染力で、日本で
は毎年約１千万人、約10人に1人が感染しています。
38℃以上の発熱、頭痛や関節・筋肉痛など全身の症
状が急に現れ、高齢の人や慢性疾患がある人は肺炎
を伴うなど重症化することがあります。

インフルエンザを予防する有効な方法
１　流行前のワクチン接種が有効です。浜田市では

インフルエンザ予防接種を１月31日まで協力医療
機関で実施しています。

２　手洗いやアルコール製剤による手指衛生も有効
です。

３　感染を広げないために「咳エチケット」を心が
けましょう。

　「咳エチケット」とは
①　ほかの人に向けて咳やくしゃみをしない。
②　咳やくしゃみが出るときはマスクをする。

異常行動による転落などの事故を防ぐための対策
　インフルエンザの患者は、抗インフルエンザウイ
ルス薬の服用や種類にかかわらず、異常行動に関連
する転落死などが報告されています。
　異常行動は、就学以降の小児・未成年者の男性で
多く（女性でも発現する）、発熱から２日間以内に
発現することが多いことが知られています。
　万が一の転落などの事故を防止するため、発熱か
ら少なくとも２日間は、就寝中を含め、特に小児・
未成年者が容易に住居外へ飛び出さないために、玄
関や窓の鍵を確実にかけることや、１階やベランダ
に面していない部屋で寝かせるなどの対策を講じて
ください。

※　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
割

引
額
は
現
金
納
付
と
同
じ
で
す
。

事
前
申
込　
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
又
は

年
金
事
務
所
へ
事
前
に
申
込
み
が

必
要
で
す
。
申
込
期
限
は
2
月
28

日
㈮
年
金
機
構
必
着
で
す
の
で
、

余
裕
を
も
っ
て
手
続
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
浜
田
年
金
事
務
所　
　
　

　
☎
�
０
６
７
０

令和元年度国民年金保険料納付額
※　令和２年度の保険料額は、2月上旬に告示する予定です。

納付方法 金額 割引額
毎月納付（納付書による現金納付及び
翌月末振替の口座振替） 16,410円 なし
毎月納付｢早割｣（当月末振替の口座振替） 16,360円 50円
６か月分前納（現金納付） 97,660円 800円
６か月分前納（口座振替） 97,340円 1,120円
１年分前納（現金納付） 193,420円 3,500円
１年分前納（口座振替） 192,790円 4,130円
２年分前納（現金納付） 380,880円 14,520円
２年分前納（口座振替） 379,640円 15,760円

③　手のひらで咳やくしゃみを受け止めたら手を洗う。

問合せ　三隅支所市民福祉課　☎�２８０６

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。２
枠を結合して広告を掲載することもできます。

申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んで
ください。料金など、詳しくはお問い合わせくだ
さい。

申込み・問合せ　柏村印刷㈱　☎�２０４０

広報はまだに掲載する
広告を募集しています 浜田市広報 Facebook

市長公室総合調整係が取材するイベント
情報や、広報媒体に関するお知らせなどを、
Facebookで発信しています。

「いいね！」をお願いします。

問合せ　市長公室総合調整係　☎�９１５１

インフルエンザを予防しよう教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

令
和
２
年
度
浜
田
市
奨
学
金

（
貸
与
型
）
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す

優
れ
た
素
質
と
向
学
心
を
持
ち
な

が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
生
徒
又
は
学
生
に
対
し
、

修
学
支
援
の
た
め
の
奨
学
金
を
貸
与

し
ま
す
。
ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
用

も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
市
が
行
う

ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
申
請
は
可
能
で
す
。

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有
す

る
人

・
本
年
4
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
高
等
学
校・中
等
教
育
学
校（
後

期
課
程
に
限
る
）、
高
等
専
門
学

校
、
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学

校
（
専
門
課
程
に
限
る
）
に
進
学

予
定
の
人

・
保
護
者
の
収
入
又
は
所
得
が
要
項

で
定
め
る
基
準
以
下
の
人

・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優
秀

な
人

募
集
人
員

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期

課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校

　
10
人
程
度

大
学・短
期
大
学
及
び
専
修
学
校（
専

門
課
程
）

　
20
人
程
度

貸
与
額　
年
２
回
、
４
月
（
初
年
度

は
７
月
）
と
10
月
に
半
年
分
ず
つ

貸
与
し
ま
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期

課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校

　
月
額
１
万
円

大
学・短
期
大
学
及
び
専
修
学
校（
専

門
課
程
）

　
月
額
３
万
円

利
息　
無
利
息

返
還
期
間　
卒
業
の
翌
月
か
ら
２
年

を
経
過
し
た
後
、
次
の
期
間
内
に

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期

課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校

　
６
年

大
学・短
期
大
学
及
び
専
修
学
校（
専

門
課
程
）

　
12
年

※　
卒
業
後
一
定
期
間
浜
田
市
に
在

住
し
、
就
労
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
一
部
返
還
が
免
除
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

　
１
月
８
日
㈬
～
３
月
31
日
㈫

応
募
方
法　
募
集
要
項
・
申
請
書
は
、

卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の
中
学

校
・
高
等
学
校
、
教
育
委
員
会
教

育
総
務
課
（
各
支
所
教
育
委
員
会

分
室
）
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集
要

項
に
あ
る
提
出
先
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※　
保
護
者
の
経
済
状
況
の
急
激
な

変
化
に
よ
り
修
学
が
困
難
に
な
っ

た
人
を
対
象
と
す
る
浜
田
市
緊
急

奨
学
金
貸
与
者
は
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
詳
細
は
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
�
９
７
０
０

令
和
２
年
度
浜
田
市
山
藤
功

奨
学
金
（
給
付
型
）
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す

浜
田
市
出
身
の
故
山
藤
功
さ
ん
の

ご
遺
志
を
受
け
継
が
れ
た
山
藤
法
子

さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
を
原
資
と
し
た
、

返
還
の
必
要
が
な
い
給
付
型
の
「
山

藤
功
奨
学
金
」
の
令
和
2
年
度
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
優
れ
た
素

質
と
向
学
心
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学

生
に
対
し
、
奨
学
金
を
支
給
し
、
学

業
に
専
念
で
き
る
よ
う
修
学
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
用
も
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
市
が
行
う
ほ
か
の
奨

学
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

申
請
は
可
能
で
す
。

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有
す

る
人

・
本
年
4
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学
に
進
学
予
定
の
人

保
険
・
医
療

年

金

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

保
険
料
が
割
引
に
な
る｢

前
納
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

｢

前
納
制
度｣

に
は
、口
座
振
替・

現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

・
保
護
者
の
収
入
又
は
所
得
が
要
項

で
定
め
る
基
準
以
下
の
人

・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優
秀

な
人

募
集
人
員　
２
人

支
給
金
額　
月
額
３
万
円

支
給
期
間　
大
学
在
学
の
４
年
間
と

し
、
年
２
回
、
４
月
（
初
年
度
は

７
月
）
と
10
月
に
半
年
分
ず
つ
支

給
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
１
月
８
日
㈬
～
３
月
31
日
㈫

応
募
方
法　
募
集
要
項
・
申
請
書
は
、

卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の
高
等
学

校
、教
育
委
員
会
教
育
総
務
課（
各

支
所
教
育
委
員
会
分
室
）
に
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集
要

項
に
あ
る
提
出
先
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
�
９
７
０
０

介
護
相
談
員
派
遣
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
で
は
、

介
護
相
談
員
派
遣
事
業
と
し
て
、
派

遣
希
望
の
あ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
施

設
・
事
業
所
に
本
組
合
が
委
嘱
し

た
介
護
相
談
員
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
介
護
相
談
員
は
、「
介
護
相
談・

地
域
づ
く
り
連
絡
会
」
で
の
研
修
を

修
了
し
て
お
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
や
家
族
の
話
を
聞
い
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
や
行
政
と
の

橋
渡
し
を
し
な
が
ら
問
題
の
改
善
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

介
護
相
談
員
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
施

設
・
事
業
所
を
訪
問
し
た
際
に
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　
☎
�
１
５
２
０

健 康 コラムコラム
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伝 言 板
まちかど

日
時　
1
月
24
日
㈮

午
後
1
時
～
4
時

場
所　
い
わ
み
ー
る
３
０
１
研
修
室

講
師　
河
上
恵
美
さ
ん
（
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）・
佐
々
木
智
子
さ

ん
（
メ
イ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

定
員　
30
人
程
度
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
託
児
あ
り
）

申
込
み　
託
児
は
1
月
20
日
㈪
ま
で

に
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

（
レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜

田
）
へ　
☎
�
５
２
０
７

日
時　
1
月
13
日
㈷

午
後
1
時
～
4
時

場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
偕
生
園

演
題
・
講
師　
「
笑
う
門
に
は
い
い

介
護
！
」
中
村
学
さ
ん

料
金　
無
料

問
合
せ　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
偕

生
園　
☎
�
５
７
５
５

出
初
め
式

日
時　
1
月
5
日
㈰　
午
前
９
時

※　
防
災
行
政
無
線
を
使
い
消
防
団

員
の
召
集
を
行
い
ま
す
（
浜
田
自

治
区
は
午
前
7
時
、
金
城
・
旭
・

弥
栄
自
治
区
は
定
時
放
送
）。

場
所　
浜
田
市
陸
上
競
技
場

（
荒
天
時
、
第
一
中
学
校
体
育
館
）

一
斉
放
水

浜
田　
浜
田
市
役
所
裏
浜
田
川

定
期
開
催

日
時　
1
月
19
日
㈰
・
2
月
16
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午
頃

体
験
会

日
時　
3
月
15
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午
頃

講
師　
山
本
睦
己
さ
ん
（
日
本
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
協
会
公
認
上
級
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
30
人
程
度

対
象　
小
学
校
高
学
年
以
上

中
世
城
郭
と
小
石
見
城
を
知
る（
座
学
）

日
時　
1
月
12
日
㈰

午
前
9
時
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

小
石
見
城
跡
を
探
検
す
る
（
散
策
）

日
時　
1
月
19
日
㈰

午
後
1
時
～
3
時
30
分

場
所　
第
二
中
学
校
駐
車
場
集
合

定
員　
各
30
人

料
金　
１
０
０
円
（
座
学
資
料
代
）

申
込
み　
1
月
10
日
㈮
ま
で
に
浜
田

公
民
館
へ　
☎
�
９
３
５
８

日
時　
1
月
18
日
㈯　
午
後
２
時
～

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

　
・
虹　
事
務
局

　
☎
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０

日
時　
1
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

（
19
日
㈰
は
午
後
3
時
ま
で
）

場
所　
長
浜
公
民
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
路
上
写
真
の
ス
ス
メ
実
行

委
員
会　
川
上
讓
治
さ
ん

　
☎
０
８
０-

６
３
３
７-

８
０
５
８

日
時　
1
月
4
日
㈯
～
3
月
20
日
㈷

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
郷
土
資
料
館

☎
�
６
４
５
３

予
備
自
衛
官
補

一
般
公
募

応
募
資
格　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

人
（
令
和
２
年
７
月
１
日
現
在
）

受
付
締
切
日　
4
月
10
日
㈮
（
必
着
）

試
験
日　
４
月
18
日
㈯
～
22
日
㈬
い

ず
れ
か
１
日

試
験
科
目　
教
養
試
験
・
作
文
・
口

述
試
験
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

技
能
公
募

応
募
資
格　
国
家
免
許
資
格
な
ど
を

保
有
す
る
18
歳
以
上
53
歳
～
55
歳

未
満
の
人
（
令
和
２
年
７
月
１
日

現
在
）

※　
技
能
に
よ
り
年
齢
が
異
な
り
ま
す
。

受
付
締
切
日　
４
月
10
日
㈮
（
必
着
）

試
験
日　
４
月
18
日
㈯
～
22
日
㈬
い

ず
れ
か
１
日

試
験
科
目　
小
論
文
・
口
述
試
験
・

適
性
検
査
・
身
体
検
査

試
験
会
場　
別
途
通
知
し
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
男
女
（
陸・海・空
）

応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

人
（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

受
付
期
間　
試
験
日
の
2
日
前
ま
で

試
験
日　
①
２
月
1
日
㈯
・
②
3
月

7
日
㈯

試
験
科
目　
筆
記
試
験
・
口
述
試
験

・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部　
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
・

浜
田
出
張
所　
☎
�
１
３
３
４

日
時　
2
月
19
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー　

２
階

内
容　
が
ん
治
療
体
験
者
に
よ
る
個

別
相
談
会

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
７
０
９
６

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付　
1
月
20
日
㈪
～
31
日
㈮

抽
選
日　
2
月
下
旬

入
居
可
能
時
期　
3
月
中
旬

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
1
月
10
日
㈮

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

若
者
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

　
浜
田
土
建
㈱　
☎
�
１
４
１
７

応
募
資
格

・
令
和
2
年
度
に
市
内
の
高
等
学
校

に
進
学
す
る
生
徒

・
在
学
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
る

生
徒

・
市
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

生
徒

募
集
人
数　
若
干
名

支
給
金
額　
年
間
12
万
円

支
給
期
間　
4
月
～
令
和
3
年
3
月

（
継
続
は
1
年
ご
と
の
手
続
に
よ
り

最
長
3
年
間
）

受
付
期
間　
2
月
1
日
㈯
～
29
日
㈯

願
書
提
出
先　
市
内
各
中
学
校

（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

問
合
せ　
市
内
各
中
学
校
又
は
浜
田

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

☎
�
９
６
５
１

日
時　
1
月
25
日
㈯　
午
後
２
時

場
所　
三
隅
公
民
館　
小
ホ
ー
ル

講
師　
長
谷
川
陽
子
さ
ん
（
情
報
教

育
ア
ナ
リ
ス
ト
）

定
員　
１
０
０
人
（
要
申
込
み
）

申
込
み　
1
月
7
日
㈫
ま
で
に
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
へ

　
☎
�
９
７
２
０

料
金　
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

金
城　
雲
城
駐
在
所
前
浜
田
川

三
隅　
天
満
橋
上
流
三
隅
川

（
浜
田
、
三
隅
は
11
時
30
分
頃
、
金

城
は
11
時
40
分
頃
放
水
予
定
）

問
合
せ　
消
防
本
部
警
防
課
消
防
団

係　
☎
�
５
１
６
７

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
出
か
け

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
偕
生
園

新
春
福
祉
講
演
会
＆
神
楽
公
演

浜
田
市
消
防
出
初
め
式

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

女
性
の
た
め
の

再
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

浜
田
公
民
館　
ふ
る
さ
と
地
域
学
習
事
業

中
世
城
郭
の
小
石
見
城
跡
を

探
検
し
よ
う

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

銀
塩
白
黒「
石
州
綺
譚
」写
真
展

＆
白
黒
フ
ィ
ル
ム
現
像
の
ス
ス
メ

浜
田
郷
土
資
料
館

第
二
次　
浜
田
開
府
四
百
年
企
画
展

「
浜
田
城
と
城
下
町
」

資
格・試
験

自
衛
官
な
ど

相
　
　
談

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
相
談
会

募
　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
奨
学
生
募
集

青
少
年
育
成
三
隅
町
民
会
議
講
演
会

こ
れ
か
ら
の
ネ
ッ
ト・ス
マ
ホ
時
代

～
子
ど
も
達
を
被
害
者
に
も

加
害
者
に
も
し
な
い
た
め
に
は
～
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石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画
映
画
上
映
会

映
画
上
映
「
長
い
お
別
れ
」

日
時　
1
月
26
日
㈰

①
午
前
10
時　
②
午
後
1
時
30
分

（
上
映
時
間
１
２
７
分
）

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

時
間　
午
前
9
時
～
午
後
３
時

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
の
朗
読
「
長
い

お
別
れ
」と
オ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

時
間　
午
後
1
時
～
1
時
20
分

場
所　
大
ホ
ー
ル

料
金　
前
売
券
一
般　
１
２
０
０
円

小
学
生
～
大
学
生　
　
６
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
）

ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン
カ
ー
ド
大
人
2

冊
、
学
生
１
冊
と
交
換
で
き
ま
す
。

年
末
年
始
は
休
ま
ず
開
館
（
新
年
第

1
回
目
の
休
館
日
は
1
月
14
日
㈫
）

特
別
展

「
ひ
れ
あ
し
わ
ー
る
ど
」

日
時　
5
月
11
日
㈪
ま
で

場
所　
３
階
特
別
展
示
室

迎
春
石
見
神
楽
「
恵
比
須
」

日
時　
1
月
1
日
㈷
・
2
日
㈭

　
午
後
１
時

場
所　
２
階
ア
ト
リ
ウ
ム

み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ
ア
ー

日
時　
１
月
4
日
㈯
～
２
月
29
日
㈯

の
土
・
日
・
祝
日

　
①
午
前
11
時
～　
②
午
後
２
時
～

場
所　
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

定
員　
各
回
15
人
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

日
時　
３
月
31
日
㈫
ま
で
の
土・日・

祝
日
（
1
月
5
日
㈰
ま
で
は
毎
日

開
催
）午
後
０
時
30
分（
20
分
程
度
）

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
ひ
れ
あ
し
博
士
に
な
ろ
う
」

日
時　
1
月
12
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
な
ど

講
師　
早
川
由
紀
子
さ
ん
（
出
雲
科

学
館
）

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
�
３
６
１
４

企
画
展
「
富
野
由
悠
季
の
世
界
」

日
時　
1
月
11
日
㈯
～
３
月
23
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
6
時
30
分

（
入
館
は
午
後
6
時
ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日
（
2
月
11
日

㈷
は
開
館
）、
2
月
12
日
㈬

場
所　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ
・
Ｃ

内
容　
ア
ニ
メ
監
督
・
富
野
由
悠
季

さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
回
顧

す
る
展
覧
会

料
金　
一
般　
　
　
１
０
０
０
円

　
　
　
大
学
生　
　
　
６
０
０
円

　
　
　
小
中
高
生　
　
３
０
０
円

し
ま
ね
カ
ン
タ
ー
ト
２
０
２
０

ア
フ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
in
グ
ラ
ン
ト
ワ

日
時　
1
月
13
日
㈷　
午
後
2
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
小
ホ
ー
ル

料
金　
全
席
自
由

一
般　
　
　
　
１
０
０
０
円

高
校
生
以
下　
無
料（
要
整
理
券
）

※　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
1

月
6
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
さ
わ
っ
て　
ふ
わ
ふ
わ

　
さ
わ
っ
て　
ざ
ら
ざ
ら
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
１
月
27
日
㈪

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
ペ
ン
ギ
ン
館

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

日
時　
3
月
1
日
㈰

場
所　
浜
田
市
陸
上
競
技
場
前
広
場

料
金　
一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生

１
０
０
０
円
、
中
学
生
７
０
０

円
、
小
学
生
５
０
０
円
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
２
０
０
０
円

参
加
区
分

（
詳
細
は
別
途
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

１
部
（
５
㎞
）
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

中
学
校
卒
業
～
一
般
の
男
子

２
部
（
３
㎞
）
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ

　
60
歳
以
上
男
子
、
中
学
校
男
子
・

女
子
、
高
校
～
一
般
女
子

３
部
（
２
㎞
）
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｕ
Ｖ
Ｗ

　
小
学
校
４
～
６
年
生
男
子
・
女
子

４
部
（
１
㎞
）
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
Ｔ

　
小
学
校
１
～
３
年
生
男
子
・
女
子

５
部
（
１
㎞
）
Ｘ
Ｙ

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
グ
ル
ー
プ

申
込
み　
２
月
12
日
㈬
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
浜
田
市
陸

上
競
技
協
会
事
務
局
へ
、
合
わ
せ

て
参
加
料
を
郵
便
振
替
で
振
込
み

（
口
座
番
号
０
１
３
６
０
ー
５
ー
７
２

９
４
５
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
）

問
合
せ　
三
隅
中
学
校
内　
小
谷
信

介
さ
ん　
☎
�
０
０
６
２

日
時　
2
月
23
日
㈰

午
前
9
時
～
午
後
0
時
30
分

場
所　
今
福
公
民
館
集
合

料
金　
３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無

料
・
終
了
後
軽
食
あ
り
）

日
時　
2
月
23
日
㈰

①
午
前
9
時
30
分
～
正
午
頃

②
午
後
1
時
30
分
～
4
時
頃

場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
回
10
組・30
人
程
度（
先
着
）

料
金　
1
組
７
０
０
円

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

日
時　
2
月
8
日
㈯

午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時

場
所　
い
わ
み
ー
る

内
容　
学
習
活
動
発
表
、
作
品
即
売

会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど

問
合
せ　
く
に
び
き
学
園
西
部
校
事

務
局　
☎
�
９
３
３
６

日
時　
2
月
6
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
1
月
17
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内　
浜
田
市
水

産
業
振
興
協
会
へ 

☎
�
９
５
２
０

日
時　
2
月
2
日
㈰

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　
浜
田
公
民
館　
研
修
室

講
師　
中
島
潤
さ
ん

料
金　
無
料

問
合
せ　
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー　
☎
�
９
１
６
０

日
時　
2
月
2
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
い
わ
み
ー
る

４
０
１
研
修
室

日
時　
2
月
1
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
3
時
45
分

場
所　
い
わ
み
ー
る
１
０
１
研
修
室

テ
ー
マ
「
火
災
、
救
急
、
命
を
守
ろ

う
、
命
を
つ
な
げ
よ
う
。
～
見
え

な
い
、
見
え
に
く
い
人
で
も
で
き

る
こ
と
を
学
ぼ
う
～
」

料
金　
無
料

申
込
み　
1
月
20
日
㈪
ま
で
に
浜
田

保
健
所　
医
事
・
難
病
支
援
課
へ

☎
�
５
５
４
９

日
時　
1
月
29
日
㈬

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
い
わ
み
ぷ
ら
っ
と　
会
議
室

定
員　
30
人
（
先
着
）

演
題
・
講
師
「
事
業
承
継
し
て
も
選
ば

れ
る
会
社
づ
く
り
」吉
田
英
憲
さ
ん

（
㈱
ヒ
ト
サ
ク
ラ
ボ
代
表
取
締
役
）

日
時　
1
月
26
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ

ア
ル
浜
田
店
前
に
集
合
し
現
地
へ

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

対
象　
小
学
生
以
上

日
時　
1
月
26
日
㈰

午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
16
人

料
金　
１
０
０
０
円
（
傷
害
保
険
代

含
む
・
会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
1
月
17
日
㈮
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ 

☎
�
１
２
４
１

日
時　
1
月
26
日
㈰

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
１
０
０
人

料
金　
無
料

申
込
み　
1
月
24
日
㈮
ま
で
に
石
見

公
民
館
へ　
☎
�
１
３
８
０

日
時　
1
月
25
日
㈯

午
後
2
時
～
3
時

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

講
師　
山
本
喜
久
子
さ
ん
（
島
根
県

助
産
師
会
）

料
金　
無
料

申
込
み　
1
月
17
日
㈮
ま
で
に
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

☎
�
１
２
５
３

日
時　
1
月
25
日
㈯

午
後
1
時
30
分

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
中
谷
一
雄
さ
ん
（
陸
上
自
衛

隊
第
13
旅
団
出
雲
駐
屯
地
司
令
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
�
９
１
２
２

料
金　
無
料

申
込
み　
申
込
書
を
浜
田
商
工
会
議

所
商
工
振
興
課
へ 

☎
�
３
０
２
５

定
員　
１
０
０
人

料
金　
５
０
０
円

（
託
児
あ
り
・
要
申
込
み
）

申
込
み　
浜
田
お
や
こ
劇
場
へ

☎
�
６
３
９
６

問
合
せ

　
今
福
公
民
館

☎
�
２
０
８
３

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
�
２
１
０
０

浜
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

幻
の
広
浜
鉄
道
（
今
福
線
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

石
見
海
浜
公
園

親
子
も
ち
つ
き
大
会

く
に
び
き
学
園
西
部
校
学
園
祭

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

浜
田
お
や
こ
劇
場

永
野
む
つ
み 

子
育
て
講
演
会

「
こ
と
ば
よ
り
も
語
る
も
の

～
感
動
す
る
こ
と・育
つ
こ
と
～
」

西
部
眼
科
系
疾
患

患
者
・
家
族
学
習
会

島
根
県
事
業
承
継
・

後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー

第
２
０
４
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

吉
地
町
の
隠
れ
た
歴
史
を
探
る

浜
田
国
際
交
流
協
会

韓
国
料
理
教
室　
～
韓
国
の

オ
モ
ニ（
お
母
さ
ん
）と
一
緒
に

キ
ム
チ
を
作
り
ま
し
ょ
う
～

映
画
会
「
こ
ど
も
食
堂
に
て
」

 

＆ 

里
親
実
践
者
の

お
話
し
を
聞
こ
う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
す
く
す
く
」

　
孫
育
て
講
座

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

「
多
様
な
性
か
ら
人
権
を
考
え

る
」 

～
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
～
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

����������������������������������������������

新
年
の
あ
い
さ
つ

島
根
県
立
大
学
理
事
長
兼
学
長

　
清
原　
正
義

令
和
元
年
度
優
秀
卒
業
研
究
発

表
会
の
ご
案
内

G
LO

CAL CAM
P    

（
グ
ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
ン
プ
）

海
遊
祭
優
秀
団
体
の
表
彰

30広報はまだ：令和２年１月号31 広報はまだ：令和２年１月号

施設名 定員 使　用　料
多目的ホール 80人

1時間
810円

多目的第1 60人 610円
多目的第2 20人 400円

※　利用できる時間は、午前9時～午後
9時（土日祝日は午後7時まで）です。
中央図書館休館日は利用できません。

※　使用時間は、準備・片付けの時間も
含みます。

い
て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
電
話
で

確
認
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
中
央
図
書
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

貸出ベスト10（令和元年11月期）
順位 タイトル 著者
1 むらさきのスカートの女 今村　夏子
2 希望の糸 東野　圭吾
3 さよならの儀式 宮部　みゆき
4 蜜蜂と遠雷 恩田　陸
５ 遠霞ノ峠 佐伯　泰英
６ そして、バトンは渡された 瀬尾　まいこ
７ 遙かなる城沼 安住　洋子
８ 不審者 伊岡　瞬
９ Ｉの悲劇 米澤　穂信
10 朝虹ノ島 佐伯　泰英

１月の休館日　　年始　１日㈷
月曜日　６日・２0日・２7日
展示替　14日㈫～17日㈮

■
新
春
石
見
神
楽
公
演
（
無
料
）

◎
１
月
２
日
㈭　
有
福
神
楽
保
持
者
会

　
　
　
３
日
㈮　
西
村
神
楽
社
中

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
ゲ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト

《
交
流
会
「
ブ
ー
タ
ン
カ
フ
ェ
」》

◎
１
月
13
日
㈷　
午
前
10
時
～

定
員　
30
人
（
電
話
予
約
必
要
）

《
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ブ
ー
タ
ン
の
風
》

◎
１
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

講
師　
ブ
ー
タ
ン
の
美
術
の
教
員

《
本
格
こ
ど
も
鬼
面
に
絵
付
け
》

◎
１
月
25
日
㈯

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
先
着
15
人

講
師　
安
東
三
郎
さ
ん

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ビ
ー
玉
こ
ろ
が
し
》

◎
１
月
２
日
㈭
・
３
日
㈮

参
加
費　
５
０
０
円

《
羽
子
板
づ
く
り
》

◎
１
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

《
ミ
ニ
ウ
ッ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
》

◎
1
月
11
日
㈯
～
13
日
㈷

参
加
費　
３
０
０
円

《
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
お
ろ
ち
》

◎
１
月
26
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

※　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
。
参
加
受
付
は
３
時
30
分
ま
で
。

浜
田
の
木
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
に
触
れ

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
期　
１
月
13
日
㈷
ま
で

　
１
月
18
日
㈯
か
ら
浜
田
と
海
外
の
子
ど
も

た
ち
の
美
術
展
が
始
ま
り
ま
す
。

会
期　
３
月
８
日
㈰
ま
で

■
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

◎
１
月
18
日
㈯　
午
前
９
時
30
分
～

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
浜
田
市
民
の
皆
さ
ん
及

び
浜
田
市
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

10
年
前
、
本
学
の
学
生
だ
っ
た
平

岡
都
さ
ん
が
不
幸
な
事
件
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
以
来
、
学
生
・
教
職
員

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
浜
田
警
察
署

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
安
全
安
心

な
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
追
悼
行
事
の
「
は
ま

だ
灯
」（
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
）
が
、

市
民
と
学
生
の
協
力
に
よ
り
昨
年
10

月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
久
保
田
市
長

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１

２
０
０
本
の
キ
ャ
ン
ド
ル
の
中
で
響

く
学
生
た
ち
の
歌
声
や
演
奏
に
私
も

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
平
岡

さ
ん
の
ご
両
親
も
深
い
感
慨
を
お
持

ち
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
島

根
県
立
大
学
も
お
か
げ
さ
ま
で
今
年

20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
浜
田
市
と
と
も
に
一

層
の
発
展
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
毎
年
大

学
祭
「
海
遊
祭
」
で
優
秀
な
展
示
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
学
生
団

体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
最
優
秀
団
体
は
、「
Ｂ
Ｂ

Ｓ
サ
ー
ク
ル
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
10
団
体
が
優
秀
団
体

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

11
月
２
日
㈯
・
３
日
㈷
の
日
程
で

石
見
地
域
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た

G
LO

C
AL C

AM
P

を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
県
大
生
と
県

大
在
学
の
留
学
生
と
高
校
生
の
三
者

が
一
緒
に
国
際
交
流
の
大
切
さ
や
多

文
化
共
生
に
関
す
る
学
び
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
で
３
回
目
と
な
る
こ
の
企
画

は
過
去
最
多
の
12
人
の
高
校
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
１
日
目
は
野
外
活
動

で
一
緒
に
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
作
り
、

互
い
の
仲
を
深
め
ま
し
た
。
夜
の

ワ
ー
ク
で
は
県
大
生
と
留
学
生
の
海

外
経
験
や
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
お
け

る
日
本
と
の
違
い
な
ど
の
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
２
日
目
は
多
文
化
共
生

に
お
い
て
の
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た

学
生
た
ち
は
総
合
政
策
学
と
し
て

多
岐
に
わ
た
る
科
目
を
学
ぶ
中
で
、

自
己
の
新
た
な
価
値
観
の
醸
成
と
自

立
心
を
培
う
た
め
、
卒
業
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
学
修
成
果
を
学
内
外
に

発
表
す
る
た
め
、「
優
秀
卒
業
研
究

発
表
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　
1
月
22
日
㈬

　
午
後
0
時
30
分
～
2
時
40
分

会
場　
講
義
棟
大
講
義
室
２

入
場
料　
無
料

問
合
せ

企
画
調
整
室　
☎
�
２
２
０
１

新
年
は
４
日
㈯
午
後
１
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
館
し
ま
す

多
目
的
ホ
ー
ル
の
ご
利
用
案
内

　
休
館
中
の
返
却
は
、
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い（
弥
栄
図
書
館
を
除
く
）。
な
お
、

資
料
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
、
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で

の
返
却
を
お
断
り
し
て
い
る
資
料
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
12
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館
の
2
階
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
や
放
送
設
備
な
ど
を
備
え
た
会
議
や
研

修
な
ど
で
使
用
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ

り
ま
す
。

使
用
申
込
み
は
、
中
央
図
書
館
の
窓
口
で

使
用
日
の
月
の
2
か
月
前
の
初
日
か
ら
受
け

付
け
て
い
ま
す
。（
1
月
は
、
3
月
中
の
使

用
日
ま
で
受
付
で
き
ま
す
）
空
き
状
況
に
つ

イベント参加メンバー

優秀団体代表者

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
食
生
活
や
環

境
、
友
達
作
り
や
労
働
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
解
決
の
方
法
を

話
し
合
い
、
発
表
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
高
校
生
か

ら
も
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
、
多
様

な
価
値
観
や
考
え
方
を
受
け
入
れ
、

認
め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
共
に
考

え
る
機
会
と
し
て
と
て
も
充
実
し
た

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
総
合
政
策
学
部
２
年
生　
東
尾　

む
つ
み
）

優
秀
団
体

・
軽
音
楽
部　
　
　
・
ダ
ン
ス
部

・
齋
藤
ゼ
ミ　
　
　
・
茶
道
部

・
吹
奏
楽
部　
　
　
・
将
棋
部

・
石
見
神
楽
舞
濱
社
中

・
学
生
図
書
委
員
会

・
Ｃ
‐
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ

・
よ
さ
こ
い
橙
蘭

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
で
、
伝
統
芸
能
石
見
神

楽
の
展
示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
期　
１
月
26
日
㈰
ま
で

※　
公
演
が
あ
る
日
は
閉
室

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.277

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

vol.195
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 １月の休館日

中央 ☎�0480  9：00～19：00 14日㈫・27日㈪
金城 ☎�1823

 9：00～17：00 6日㈪・14日㈫
2０日㈪・2７日㈪

31日㈮

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10：00～19：00

（土日祝日は18：00まで）

第
23
回
浜
田
こ
ど
も

　
　
　
　
　
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

「
あ
そ
ぶ
木
の
ア
ー
ト
展
」
開
催
中

石
見
神
楽
後
期
展
開
催
中



✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

※　詳しくは、お問い合わせください。

世 帯 男 女 総 数
浜 田
金 城

旭
弥 栄
三 隅
合 計

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,523 18,806 20,668 39,474
金 城 1,886 2,012 2,145 4,157

旭 1,326 1,338 1,343 2,681
弥 栄 674 598 657 1,255
三 隅 2,816 2,822 3,078 5,900
合 計 26,225 25,576 27,891 53,467

（単位：人）
人　口（11月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの
市長直行便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

12
月
8
日
㈰
、
し
お
か
ぜ
駅

伝
が
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら
38

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

浜
田
市
か
ら
は
各
自
治
区
の

5
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ふ
る
さ

と
の
誇
り
を
か
け
、
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
激
走
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
浜
田
チ
ー
ム
が
4

位
、
金
城
チ
ー
ム
が
10
位
入
賞

す
る
な
ど
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

ギャラリーで開催中の「干支展－2020子
－」に作品を出品している土人形作家の福
美さんによるワークショップ。

今年の干支「子（ねずみ）」の型で作っ
たかわいい土人形に絵付け体験ができます。
日時　１月11日㈯　午後１時～３時
講師　福美さん（土人形作家）
材料費　1,000円
定員　20人

　　（要予約）

石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
「
２
０

１
９
年
度
・
石
本
正
作
品
選
４
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
当
館
に
収
蔵
し

て
い
る
膨
大
な
作
品
の
中
か
ら
、
厳

選
し
た
約
40
点
の
代
表
作
を
展
示
し
、

三
隅
町
出
身
の
日
本
画
家
・
石
本
正

の
95
年
の
生
涯
を
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。企

画
展
示
室
で
は
「
石
本
正　
心

の
眼
３
～
私
を
感
動
さ
せ
た
日
本
画

～
」
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

石
正
美
術
館
に
は
、
石
本
正
の
作

品
だ
け
で
な
く
「
絵
は
心
で
あ
る
」

と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
続
け
た
彼

が
、
心
の
眼
で
選
ん
だ
１
５
０
点
余

り
の
他
作
家
の
作
品
も
収
蔵
し
て
い

ま
す
。

「
絵
を
見
る
と
き
は
、
名
前
や
肩

書
き
で
見
な
い
で
欲
し
い
。
先
入
観

を
持
た
ず
、
作
品
に
素
直
な
心
で
向

き
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
蒐
集

さ
れ
た
、
心
あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品

の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

２
０
１
９
年
度
・
石
本
正
作
品
選
４

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正　
心
の
眼
３
～
私
を
感
動
さ

せ
た
日
本
画
～

期
間　
１
月
２
日
㈭
～
３
月
15
日
㈰

料
金

　
一
般　
　
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
高
大
生　
３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　
小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
し
た
入

場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無

料
で
す
。

※　
年
始
は
１
月
２
日
㈭
か
ら
開
館

し
ま
す
。

◎ワークショップ
　　　　「土人形絵付け体験」

◎昔ながらのお正月の遊び
　　　「石州和紙で凧作りに挑戦！」

　お正月の空に揚がる色とりどりの凧。近
ごろそんな光景もだんだん少なくなってき
ました。
　昔ながらのお正月の遊び「凧揚げ」を、
自分だけの凧を手作りするところから楽し
みませんか？
日時　１月12日㈰　午後１時～３時
材料費　500円
定員　30人

　　（要予約）
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２
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※　
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覧
無
料

石本正「踊子」
1950（昭和25）年
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